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1
．
郭
店
楚
簡
『
老
子
』
（
ろ
う
し

(
1
)
書
誌
情
報

『
老
子
』
甲
本
は
、
竹
簡
三
九
枚
。
両
端
は
梯
形
。
簡
長
三
ニ
・

三
。
編
綾
は
両
道
。
編
餞
間
一
三
。
乙
本
は
、
竹
簡
一
八
枚
。
両

端
は
平
斉
。
簡
長
三

O・
六
。
編
綾
は
両
道
。
編
餞
間
一
三
。
丙

本
は
、
竹
簡
―
四
枚
。
両
端
は
平
斉
。
簡
長
二
六
•
五
。
編
餞
は

両
道
。
編
綾
間
一
0
•

八
。
甲
本
は
今
本
『
老
子
』
の
一
九
章
・

六
六
章
•
四
六
章
中
段
下
段
•
三
〇
章
上
段
中
段
•
一
五
章
•
六

四
章
下
段
•
三
七
章
•
六
三
章
・
ニ
章
・
三
二
章
・
ニ
五
章
•
五

章
中
段
•
一
六
章
上
段
•
六
四
章
下
段
•
五
六
章
•
五
七
章
•
五

五
章
•
四
四
章
•
四

0
章
・
九
章
を
含
む
。
乙
本
は
今
本
『
老
子
』

の
五
九
章
•
四
八
章
上
段
・
ニ

0
章
上
段
•
一
―
―
•
四
一
章
・
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五
二
章
中
段
•
四
五
章
•
五
四
章
を
含
む
。
丙
本
は
今
本
『
老
子
』

の
一
七
章
・
一
八
章
•
三
五
章
•
三
一
章
中
段
下
段
•
六
四
章
下

段
を
含
む
。
甲
•
乙
．
丙
い
ず
れ
の
竹
簡
に
も
、
篇
題
は
記
さ
れ

て
い
な
い
。

(
2
)
内
容
と
研
究
概
要

一
九
七
三
年
、
前
漢
文
帝
の
前
元
十
二
年
（
前
一
六
八
年
）
の

造
営
で
あ
る
長
沙
馬
王
堆
三
号
漢
墓
よ
り
、
甲
•
乙
二
種
の
吊
書

『
老
子
』
が
発
見
さ
れ
て
学
界
を
驚
か
せ
た
。
吊
書
『
老
子
』
の

書
写
年
代
は
、
「
邦
」
字
を
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
甲
本
が
、
高
祖
・

劉
邦
の
卒
年
（
前
一
九
五
年
）
以
前
と
推
定
さ
れ
、
劉
邦
の
緯
を

避
け
て
「
邦
」
字
を
す
べ
て
「
國
」
字
に
改
め
る
一
方
、
恵
帝
劉

盈
の
緯
で
あ
る
「
盈
」
字
や
文
帝
劉
恒
の
韓
で
あ
る
「
恒
」
字
を

全
く
改
め
て
い
な
い
乙
本
が
、
高
祖
の
没
年
以
降
、
恵
帝
の
卒
年

（
前
一
八
八
年
）
以
前
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
郭
店
『
老
子
』
は
、
戦
国
中
期
、
前
三

0
0年

頃
の
楚
墓
か
ら
出
土
し
た
古
文
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
か
ら
、
吊
書

『
老
子
』
よ
り
さ
ら
に
百
年
以
上
も
古
い
時
代
の
写
本
と
な
る
。

た
だ
し
吊
書
『
老
子
』
の
場
合
は
、
章
段
の
順
序
の
違
い
や
字
句

の
異
同
な
ど
、
多
く
の
差
異
を
含
み
な
が
ら
も
、
王
弼
本
・
河
上

公
本
な
ど
の
今
本
と
、
基
本
的
に
重
な
り
合
う
テ
キ
ス
ト
だ
っ
た

の
に
反
し
、
郭
店
『
老
子
』
の
側
は
、
簡
式
上
の
差
異
か
ら
甲
・

乙
．
丙
は
そ
れ
ぞ
れ
に
別
個
の
写
本
と
考
え
ら
れ
る
上
に
、
三
者

を
合
計
し
て
も
今
本
の
五
分
の
二
の
分
量
し
か
な
い
と
の
大
き
な

違
い
が
存
在
す
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
か
に
つ
い
て
は
、

研
究
者
の
間
で
大
き
く
見
解
が
分
か
れ
、
今
も
な
お
議
論
が
続
い

て
い
て
決
着
を
見
な
い
。
―
つ
の
立
場
は
、
戦
国
中
期
に
現
行
本

と
ほ
ぼ
似
た
り
寄
っ
た
り
の
内
容
を
持
つ
『
老
子
』
の
テ
キ
ス
ト

が
す
で
に
存
在
し
て
い
て
、
甲
•
乙
•
丙
の
三
本
は
そ
れ
を
抄
録

し
た
節
略
本
だ
と
す
る
解
釈
で
あ
る
。
も
う
―
つ
の
立
場
は
、
当

時
は
い
ま
だ
現
行
本
の
よ
う
な
テ
キ
ス
ト
は
成
立
し
て
お
ら
ず
、

三
種
の
写
本
は
、
『
老
子
』
が
今
本
の
姿
に
形
成
さ
れ
て
い
く
途
上

の
、
過
渡
的
形
態
を
示
す
も
の
だ
と
す
る
解
釈
で
あ
る
。

こ
こ
で
筆
者
の
見
解
を
示
し
て
置
け
ば
、
郭
店
『
老
子
』
を
完

本
か
ら
節
略
し
た
抄
本
と
見
る
解
釈
が
妥
当
だ
と
考
え
る
。
も
し

三
種
の
『
老
子
』
が
抄
本
で
は
な
く
、
形
成
途
上
の
過
渡
的
な
姿

を
示
す
テ
キ
ス
ト
だ
と
仮
定
す
れ
ば
、
三
本
に
は
コ
ア
（
核
）
に

な
る
共
通
部
分
が
存
在
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
最
初
に
書

か
れ
た
コ
ア
部
分
を
中
心
に
、
二
次
•
三
次
と
次
第
に
増
益
部
分

が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
き
、
最
終
的
に
今
の
形
に
定
着
し
た
と
い

う
の
で
あ
れ
ば
、
古
い
時
期
の
写
本
に
は
コ
ア
部
分
以
外
の
増
益

部
分
が
少
な
く
、
新
し
い
時
期
の
写
本
に
は
増
益
部
分
が
多
い
と

の
現
象
が
見
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
る
に
三
本
の
間
に
は
、

(7) 



そ
う
し
た
現
象
が
全
く
見
ら
れ
な
い
。

三
本
の
間
に
見
ら
れ
る
共
通
部
分
は
、
甲
本
と
丙
本
に
現
行
本

『
老
子
』
の
六
十
四
章
下
段
が
含
ま
れ
る
と
い
う
、
わ
ず
か
一
例

に
と
ど
ま
る
。
つ
ま
り
三
本
の
間
に
は
、
『
老
子
』
の
原
初
部
分
と

見
な
せ
る
よ
う
な
共
通
部
分
が
、
全
く
存
在
し
て
い
な
い
の
で
あ

る
。
し
か
も
こ
の
場
合
に
は
、
百
年
と
か
百
数
十
年
の
間
、
『
老
子
』

学
派
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
学
派
が
活
動
を
継
続
し
た
こ
と
が
前
提
と

な
る
が
、
そ
う
し
た
学
派
の
存
在
は
今
の
と
こ
ろ
確
認
で
き
な
い
。

も
し
原
初
部
分
の
成
立
後
、
原
初
部
分
の
成
立
に
は
関
与
し
な
か

っ
た
他
学
派
が
、
数
次
に
わ
た
っ
て
書
き
足
し
た
と
い
う
の
で
あ

れ
ば
、
原
初
部
分
以
外
の
部
分
を
大
き
く
異
に
す
る
複
数
の
『
老

子
』
が
、
並
行
し
て
世
間
に
流
布
し
た
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
う
し

た
痕
跡
も
今
の
と
こ
ろ
確
認
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
方

向
で
三
本
を
形
成
途
上
の
過
渡
的
な
テ
キ
ス
ト
と
見
る
解
釈
は
、

到
底
成
り
立
た
な
い
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
エ
法
の
よ
う
に
『
老
子
』
は
幾
つ
か
の

部
分
ご
と
に
別
々
に
作
ら
れ
、
後
で
そ
れ
ら
を
合
体
さ
せ
て
完
成

し
た
と
想
定
し
、
三
本
を
そ
の
部
分
品
と
見
な
す
こ
と
は
可
能
で

あ
ろ
う
か
。
も
し
同
一
人
物
が
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
作
者
な
の
だ
と
す

れ
ば
、
そ
も
そ
も
そ
の
人
物
に
は
、
そ
う
し
た
エ
法
を
採
用
す
べ

き
必
然
性
が
ど
こ
に
も
な
い
。
も
し
複
数
の
人
物
な
い
し
グ
ル
ー

プ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ロ
ッ
ク
の
作
者
な
の
だ
と
す
れ
ば
、
な
ぜ
複

数
の
人
物
な
い
し
グ
ル
ー
プ
が
『
老
子
』
の
部
分
品
を
作
ろ
う
と

意
図
し
た
の
か
が
、
そ
も
そ
も
説
明
不
可
能
で
あ
る
上
に
、
そ
こ

に
全
体
を
統
括
す
る
意
志
は
働
か
な
い
か
ら
、
思
想
内
容
は
整
合

性
を
欠
い
て
バ
ラ
バ
ラ
に
な
る
事
態
を
免
れ
な
い
。
し
か
も
こ
の

場
合
は
、
最
終
的
に
そ
れ
ら
を
合
体
さ
せ
る
主
体
す
ら
存
在
し
な

い
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
方
向
の
可
能
性
も
全
く
な

い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
推
理
し
て
く
る
と
、
郭
店
『
老
子
』
を
形
成
途
上

の
姿
を
示
す
三
種
の
テ
キ
ス
ト
と
見
る
解
釈
は
、
ほ
と
ん
ど
成
り

立
た
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
郭
店
『
老
子
』
は
、
三
種
の
抄

本
だ
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
書
写
し
た
人
物
は
、
す
で
に
存

在
し
て
い
た
完
本
『
老
子
』
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
何
ら
か
の
意
図
に

よ
っ
て
、
あ
る
部
分
の
み
を
抄
録
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
甲
本

と
丙
本
の
共
通
部
分
で
あ
る
六
十
四
章
下
段
に
も
、
す
で
に
か
な

り
の
文
字
の
異
同
が
見
ら
れ
る
か
ら
、
同
一
の
テ
キ
ス
ト
か
ら
同

時
に
三
種
類
の
写
本
が
作
ら
れ
た
と
も
考
え
が
た
く
、
少
な
く
も

甲
本
と
丙
本
は
別
系
統
の
テ
キ
ス
ト
か
ら
抄
写
さ
れ
た
と
推
定
さ

れ
る
。こ
の
こ
と
は
、
前
三

0
0
年
を
数
十
年
遡
る
時
期
、
遅
く
も
前

三
三

0
年
頃
に
は
、
す
で
に
何
通
り
か
の
『
老
子
』
の
テ
キ
ス
ト

が
広
く
通
行
し
て
い
た
状
況
を
物
語
っ
て
い
る
。
原
著
が
成
立
し

て
か
ら
、
転
写
が
重
ね
ら
れ
て
広
く
伝
播
す
る
ま
で
に
は
、
相
当

(8) 



の
期
間
を
要
す
る
。
し
た
が
っ
て
『
老
子
』
の
成
立
時
期
は
、
墓

主
が
郭
店
『
老
子
』
を
入
手
し
た
時
期
か
ら
、
さ
ら
に
数
十
年
は

遡
る
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
『
老
子
』
は
、
戦
国
前
期
に
は
す

で
に
成
立
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
そ
し
て
幅
の
取
り
方
に
よ

っ
て
は
、
春
秋
末
に
成
立
し
て
い
た
可
能
性
す
ら
否
定
は
で
き
な

い
の
で
あ
る
。

ま
た
郭
店
『
老
子
』
と
今
本
『
老
子
』
の
間
に
は
、
思
想
理
解

に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
の
あ
る
重
要
な
字
句
の
異
同
が
存
在
す

る
。
例
え
ば
王
弼
本
『
老
子
』
十
九
章
に
は
、
「
絶
聖
棄
智
、
民
利

百
倍
、
絶
仁
棄
義
、
民
復
孝
慈
、
絶
巧
棄
利
、
盗
賊
無
有
」
と
あ

っ
て
、
仁
義
を
唱
え
る
儒
家
へ
の
批
判
と
理
解
さ
れ
て
き
た
。
し

か
し
郭
店
『
老
子
』
甲
本
で
は
、
「
絶
智
棄
辮
、
民
利
百
杯
、
絶
巧

棄
利
、
盗
賊
元
有
、
絶
偽
棄
慮
、
民
復
孝
子
」
と
あ
っ
て
、
儒
家

の
仁
義
説
批
判
と
解
釈
さ
れ
る
よ
う
な
要
素
は
存
在
し
な
い
。
『
荘

子
』
外
雑
篇
に
は
、
郭
店
楚
簡
『
性
自
命
出
』
に
類
す
る
性
命
思

想
に
関
し
て
、
激
し
い
儒
家
批
判
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
以
前
に

は
儒
家
と
道
家
の
関
係
は
親
和
だ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

(
3
)
主
要
釈
文
・
注
釈
・
研
究

①
丁
原
植
『
郭
店
竹
簡
老
子
繹
析
奥
研
究
』
（
萬
巻
棲
圏
書
有
限
公

司
、
一
九
九
八
年
）

②
雀
仁
義
『
荊
門
郭
店
楚
簡
《
老
子
》
研
究
』
（
科
学
出
版
社
、

九
九
八
年
）

③
郭
祈
「
従
郭
店
楚
簡
《
老
子
》
看
老
子
其
人
其
書
」
（
『
哲
学
研

究
』
一
九
九
八
年
第
七
期
）

④
許
抗
生
「
初
讀
郭
店
楚
簡
《
老
子
》
」
（
『
郭
店
楚
簡
研
究
中

国
哲
学
第
二
十
輯
』
遼
寧
教
育
版
社
、
一
九
九
九
年
）

⑤
王
中
江
「
郭
店
竹
簡
《
老
子
》
略
説
」
（
『
郭
店
楚
簡
研
究
中

国
哲
学
第
二
十
輯
』
遼
寧
教
育
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）

⑥
張
桂
光
「
《
郭
店
楚
墓
竹
簡
•
老
子
》
繹
注
商
権
」
（
『
江
漢
考

古
』
一
九
九
九
年
第
二
期
）

⑦
陳
鼓
応
主
編
『
道
家
文
化
研
究
ー
郭
店
楚
簡
専
琥
』
第
十
七
輯

（
三
聯
書
店
、
一
九
九
九
年
）

⑧
池
田
知
久
『
郭
店
楚
簡
老
子
研
究
』
（
東
京
大
学
文
学
部
中
国
思

想
文
化
学
研
究
室
、
一
九
九
九
年
）

⑨
彰
浩
『
郭
店
楚
簡
《
老
子
》
校
讀
』
（
湖
北
人
民
出
版
社
、
二

O

0
0
年）

⑩
谷
中
信
一
「
郭
店
楚
簡
『
老
子
』
及
び
「
太
一
生
水
」
か
ら
見

た
今
本
『
老
子
』
の
成
立
」
（
郭
店
楚
簡
研
究
会
篇
『
楚
地
出
土

資
料
と
中
国
古
代
文
化
』
汲
古
書
院
、
二

0
0
二
年
）

⑪
福
田
一
也
「
『
老
子
』
と
儒
家
思
想
」
（
『
中
国
研
究
集
刊
』
第

三
一
号
、
二

0
0
二
年
）

（
浅
野
裕
一
）

(9) 



(
1
)
書
誌
情
報

竹
簡
―
四
枚
。
両
端
は
平
斉
。
簡
長
二
六
•
五
。
編
綾
は
両
道
。

編
綾
間
は
一
0
•

八
。
巻
末
の
第

1
4号
簡
は
、
第
二
編
餞
か
ら
竹

簡
の
下
端
に
か
け
て
残
跛
し
て
い
る
が
、
竹
簡
中
央
部
に
記
さ
れ

て
い
る
墨
釘
か
ら
下
の
部
分
に
は
文
字
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
竹

簡
の
形
制
と
書
体
と
は
、
同
時
に
出
土
し
た
『
老
子
』
丙
本
と
同

じ
で
あ
り
、
も
と
も
と
は
『
老
子
』
丙
本
と
合
わ
せ
て
一
冊
の
文

献
と
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
竹
簡
に
篇
題
は
記
さ
れ
て
お

ら
ず
、
『
太
一
生
水
』
の
名
は
、
整
理
者
が
文
中
の
語
句
を
取
っ
て

付
け
た
仮
称
で
あ
る
。

(
2
)
内
容
と
研
究
概
要

郭
店
楚
簡
に
含
ま
れ
て
い
た
文
献
中
、
道
家
系
と
見
な
さ
れ
て

い

る

古

侠

文

献

で

あ

る

。

．

内
容
的
に
特
に
注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
、
前
半
部
に
お
い
て
、

太
一
を
世
界
の
根
源
と
す
る
、
以
下
の
よ
う
な
一
種
の
宇
宙
生
成

論
が
説
か
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
先
ず
太
一
が
水
を

生
じ
る
（
『
太
一
生
水
』
の
篇
題
は
こ
こ
か
ら
取
ら
れ
た
）
。
次
い

た
す

で
、
水
は
「
太
一
を
輔
け
」
て
天
を
生
成
す
る
。
天
は
、
や
は
り

2
．
郭
店
楚
簡
『
太
一
生
水
』
（
た
い
い
つ
せ
い
す
い

「
太
一
を
輔
け
」
て
地
を
生
成
す
る
。
続
い
て
、
天
と
地
と
か
ら

神
と
明
と
が
、
神
と
明
と
か
ら
陰
と
陽
と
が
、
陰
と
陽
と
か
ら
四

そ
う

時
が
、
四
時
か
ら
淮
（
つ
め
た
い
こ
と
）
と
熱
と
が
、
淮
と
熱
と

さ
い

か
ら
湿
と
燥
と
が
、
湿
と
燥
と
か
ら
歳
（
年
間
を
通
し
て
の
あ
ら

ゆ
る
事
象
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
順
次
生
成
さ
れ
、
そ
う
し
て
世
界
が

完
成
す
る
。
こ
の
時
、
太
一
は
水
の
中
に
潜
み
か
く
れ
て
、
時
空

の
隅
々
に
ま
で
行
き
渡
り
、
万
物
生
成
の
プ
ロ
セ
ス
全
体
に
関
与

す
る
。
太
一
は
、
天
地
や
陰
陽
に
よ
る
関
与
を
受
け
る
こ
と
の
な

つ
ね

い
、
「
万
物
の
母
」
或
い
は
「
万
物
の
経
」
た
る
絶
対
的
な
存
在
な

の
で
あ
る
。

太
一
を
世
界
の
根
源
と
し
、
ま
た
水
の
は
た
ら
き
を
重
視
す
る

こ
う
し
た
宇
宙
生
成
論
が
古
代
中
国
に
お
い
て
存
在
し
た
こ
と
は
、

こ
れ
ま
で
全
く
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
『
太
一
生
水
』
は
、
戦
国

期
の
道
家
思
想
の
実
態
を
解
明
す
る
た
め
の
貴
重
な
手
が
か
り
を

与
え
る
資
料
と
し
て
、
大
い
に
注
目
さ
れ
て
い
る
。

『
太
一
生
水
』
の
後
半
部
で
は
、
天
道
が
柔
弱
を
尊
ぶ
こ
と
が

述
べ
ら
れ
た
後
、
天
地
と
道
と
の
関
係
に
つ
い
て
説
か
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
天
は
気
に
よ
っ
て
、
ま
た
地
は
土
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ

れ
構
成
さ
れ
る
が
、
「
道
は
亦
た
其
の
字
」
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

つ
ま
り
、
天
地
と
道
と
の
間
に
は
、
天
地
が
名
で
、
道
が
字
で
あ

る
と
の
関
係
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
人
間
は
こ
の
天

地
・
道
に
従
っ
て
行
動
す
べ
き
で
あ
り
、
聖
人
は
天
地
・
道
に
従

(10) 



っ
て
事
業
を
行
う
か
ら
こ
そ
成
功
し
、
ま
た
聖
人
自
身
の
身
も
損

な
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
と
説
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
最
後
に
、
西

北
が
高
く
、
東
南
に
低
い
中
国
の
地
理
的
状
況
に
つ
い
て
、
西
北

で
は
地
が
余
っ
て
天
が
足
り
ず
、
東
南
で
は
地
が
足
り
ず
に
天
が

余
っ
て
い
る
と
述
べ
ら
れ
、
天
地
に
は
限
界
が
あ
り
、
絶
対
的
存

在
で
は
な
い
こ
と
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
前
半
部
で
世
界
の
根
源
と
さ
れ
た
太
一
は
後
半
部
に
は

登
場
せ
ず
、
ま
た
後
半
部
で
は
、
前
半
部
の
宇
宙
生
成
論
で
は
登

場
し
な
か
っ
た
天
道
や
道
が
突
然
登
場
す
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か

ら
、
前
半
部
と
後
半
部
と
の
関
連
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
に
つ

い
て
は
、
若
干
問
題
が
残
る
。
そ
の
た
め
『
郭
店
楚
墓
竹
簡
』
の

竹
簡
の
配
列
を
変
更
す
る
説
も
出
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
『
太
一
生
水
』
は
、
そ
の
竹
簡
の
形
制
と
書
体
と
が
『
老

子
』
丙
本
と
同
じ
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
特
に
『
老
子
』
と
の
関

係
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。
李
学
勤
氏
は
、
『
太
一
生
水
』
の
前
半

部
は
『
老
子
』
第
四
二
章
の
「
道
は
一
を
生
じ
、
一
は
二
を
生
じ
、

二
は
三
を
生
じ
、
三
は
万
物
を
生
ず
。
万
物
は
陰
を
負
ひ
て
陽
を

抱
き
、
沖
気
以
て
和
す
る
こ
と
を
為
す
。
」
を
解
説
し
た
も
の
で
あ

る
と
す
る
説
を
提
示
し
た
が
、
『
太
一
生
水
』
を
『
老
子
』
の
一
部

で
あ
る
と
す
る
説
、
『
老
子
』
丙
本
と
『
太
一
生
水
』
と
が
―
つ
の

文
献
と
し
て
編
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
説
な
ど
も
唱
え
ら

れ
て
い
る
。
両
文
献
の
関
係
は
、
郭
店
楚
簡
『
老
子
』
を
『
老
子
』

形
成
途
上
の
段
階
の
文
献
と
見
る
か
、
そ
れ
と
も
現
行
本
と
ほ
ぼ

同
じ
『
老
子
』
か
ら
抄
出
さ
れ
た
文
献
と
見
る
か
と
い
う
、
『
老
子
』

の
成
立
の
問
題
と
も
関
わ
り
、
郭
店
楚
簡
中
の
道
家
系
文
献
全
体

に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
結
論
を
見
て
い
な
い
。

私
見
に
よ
れ
ば
、
確
か
に
内
容
的
に
『
太
一
生
水
』
と
『
老
子
』

と
の
間
に
は
類
似
す
る
点
も
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
『
太
一
生
水
』

前
半
部
で
説
か
れ
る
宇
宙
生
成
論
は
極
め
て
独
特
で
あ
る
こ
と
、

ま
た
そ
の
宇
宙
生
成
の
プ
ロ
セ
ス
の
中
に
『
老
子
』
の
道
が
直
接

に
は
登
場
し
て
い
な
い
こ
と
、
加
え
て
『
老
子
』
に
は
太
一
の
語

が
見
ら
れ
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
見
て
、
両
文
献
は
基
本
的
に
別
個

の
文
献
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
浅
野
裕
一
氏
は
、
本
来
太

一
を
根
源
と
す
る
宇
宙
生
成
論
と
、
『
老
子
』
の
道
を
根
源
と
す
る

宇
宙
生
成
論
と
は
、
全
く
別
系
統
の
思
考
で
あ
る
と
見
な
し
、
漢

初
に
流
行
し
た
黄
老
道
に
お
い
て
、
『
老
子
』
の
道
が
陰
陽
•
四
時
・

日
月
・
星
辰
な
ど
の
上
位
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を

踏
ま
え
て
、
『
太
一
生
水
』
は
「
『
老
子
』
の
道
の
実
体
を
天
地
と

規
定
す
る
操
作
に
よ
り
、
道
を
太
一
の
下
位
に
従
属
さ
せ
て
、
太

一
を
至
高
の
地
位
に
据
え
よ
う
と
試
み
た
」
著
作
で
あ
る
と
す
る
。

そ
し
て
、
『
荘
子
』
天
下
篇
や
『
呂
氏
春
秋
』
大
楽
篇
で
は
太
一
が

道
の
別
称
と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
太
一
と
道
と
を
同
一
視
す
る
思

考
は
や
が
て
漢
代
に
か
け
て
一
般
化
し
て
い
っ
た
が
、
こ
う
し
た

現
象
が
生
じ
た
原
因
の
―
つ
に
は
、
郭
店
楚
簡
の
よ
う
に
『
老
子
』

(11) 



と
『
太
一
生
水
』
と
を
合
わ
せ
た
文
献
が
戦
国
期
に
流
布
し
て
い

た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
と
指
摘
す
る
。

(
3
)
主
要
釈
文
・
注
釈
・
研
究

①
雀
仁
義
『
荊
門
郭
店
楚
簡
老
子
研
究
』
（
科
学
出
版
社
、

八
年
）

②
松
崎
賓
•
姜
整
燦
・
謝
衛
平
・
麿
艶
•
河
井
義
樹
「
『
太
一
生

水
』
」
（
訳
注
）
（
池
田
知
久
監
修
『
郭
店
楚
簡
の
研
究
(
-
)
』

大
東
文
化
大
学
郭
店
楚
簡
研
究
班
、
一
九
九
九
年
八
月
）

③
李
学
勤
「
荊
門
郭
店
楚
簡
所
見
関
手
遺
説
」
（
『
中
国
哲
学
』
第

二
十
輯
、
遼
寧
教
育
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）

④
那
文
「
論
郭
店
《
老
子
》
奥
今
本
《
老
子
》
不
属
一
系
」
（
『
中

国
哲
学
』
第
二
十
輯
、
遼
寧
教
育
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）

⑤
浅
野
裕
一
「
郭
店
楚
簡
『
太
一
生
水
』
と
『
老
子
』
の
道
」
（
「
中

国
研
究
集
刊
」
閏
〔
第
二
六
〕
号
、
二

0
0
0年
六
月
）

⑥
丁
四
新
『
郭
店
楚
墓
竹
簡
思
想
研
究
』
（
東
方
出
版
社
、
二

0
0

0
年）

⑦
郭
祈
『
郭
店
楚
簡
与
先
秦
学
術
思
想
』
（
上
海
教
育
出
版
社
、
ニ

O
O
一
年
）

⑧
李
零
『
郭
店
楚
簡
校
読
記
（
増
訂
本
）
』
（
北
京
大
学
出
版
社
、

二
0
0
二
年
）

（
竹
田
健
二
）

一
九
九

(
1
)
書
誌
情
報

竹
簡
四
七
枚
で
、
す
べ
て
完
簡
で
あ
る
。
両
端
は
梯
形
。
簡
長

三
ニ
・
五
。
編
綾
は
両
道
。
編
餞
間
は
―
ニ
・
八

S
一
三
。
ほ
と

ん
ど
の
竹
簡
は
、
一
方
の
面
に
の
み
文
字
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、

第
4
0
簡
の
み
は
、
背
面
の
第
二
編
綾
よ
り
下
の
部
分
に
も
七
字
記

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
書
写
の
際
に
誤
脱
し
た
字
句
を
、
後
か

ら
補
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

本
文
中
に
は
、
墨
釘
と
呼
ば
れ
る
記
号
が
二
十
三
箇
所
記
さ
れ

て
お
り
、
そ
れ
ら
は
章
の
句
切
れ
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。
本
文

は
、
末
尾
に
位
置
す
る
第
47
簡
の
上
部
で
終
わ
っ
て
い
る
が
、
そ

の
後
に
墨
釘
と
、
全
篇
の
章
数
を
意
味
す
る
と
見
ら
れ
る
「
二
十

又
三
」
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
以
下
竹
簡
の
下
端
ま
で
留

白
で
あ
る
。

竹
簡
に
は
篇
題
が
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
内

容
が
『
礼
記
』
細
衣
篇
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
『
郭
店
楚

墓
竹
簡
』
で
も
『
細
衣
』
と
名
付
け
ら
れ
た
。

(
2
)
内
容
と
研
究
概
要

3
．
郭
店
楚
簡
『
細
衣
』
（
し
い
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こ
の
文
献
は
、
「
子
日
」
（
冒
頭
の
み
は
「
夫
子
日
」
）
で
始
ま

り
、
『
詩
』
及
び
『
書
』
の
語
句
の
引
用
で
終
わ
る
文
章
（
以
下
、

章
と
呼
ぶ
）
が
、
羅
列
さ
れ
る
形
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し

た
構
成
に
つ
い
て
、
郭
店
楚
簡
『
細
衣
』
と
『
礼
記
』
細
衣
篇
と

は
共
通
し
て
お
り
、
ま
た
各
章
の
内
容
に
つ
い
て
も
両
文
献
は
概

ね
一
致
す
る
。
こ
の
た
め
、
郭
店
楚
簡
『
細
衣
』
と
『
礼
記
』
細

衣
篇
と
は
基
本
的
に
同
一
の
文
献
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

但
し
、
両
文
献
の
間
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
相
違
も
見
ら
れ
る
。

先
ず
、
章
の
数
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
『
礼
記
』
細
衣
篇
は
「
子

日
」
で
始
ま
る
章
が
二
十
五
あ
る
。
一
方
郭
店
楚
簡
『
細
衣
』
は
、

『
礼
記
』
細
衣
篇
の
第
一
章
•
第
十
六
章
•
第
十
八
章
に
相
当
す

る
部
分
が
存
在
せ
ず
、
ま
た
第
七
章
に
相
当
す
る
部
分
が
二
つ
の

別
の
章
に
な
っ
て
お
り
、
章
の
数
が
二
十
三
で
あ
る
。
こ
の
数
は
、

郭
店
楚
簡
『
細
衣
』
の
末
尾
の
竹
簡
に
記
さ
れ
て
い
る
数
字
と
一

致
し
、
更
に
竹
簡
上
に
記
さ
れ
た
墨
釘
の
総
数
と
も
一
致
す
る
。

加
え
て
、
両
文
献
で
は
章
の
配
列
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

郭
店
楚
簡
『
細
衣
』
の
各
章
の
配
列
を
、
そ
れ
ぞ
れ
相
当
す
る
『
礼

記
』
細
衣
篇
の
章
に
置
き
換
え
て
示
す
な
ら
ば
、
ニ
・
十
一
・
十
・

十
ニ
・
十
七
•
六
•
五
•
四
・
九
•
十
五
·
十
四
•
三
・
十
三
・

七
（
前
半
）
・
七
（
後
半
）
・
八
•
二
十
四
•
十
九
・
ニ
十
三
・
ニ

十
ニ
・
ニ
十
•
二
十
一
・
ニ
十
五
、
と
な
る
。
『
礼
記
』
細
衣
篇
よ

り
も
郭
店
楚
簡
『
細
衣
』
の
配
列
の
方
が
、
章
と
章
と
の
意
味
上

の
つ
な
が
り
が
よ
い
と
見
ら
れ
る
部
分
が
あ
る
。

な
お
、
『
礼
記
』
細
衣
篇
の
篇
名
と
な
っ
て
い
る
細
衣
と
は
、
そ

も
そ
も
黒
い
色
の
着
物
の
こ
と
で
あ
る
。
『
詩
経
』
鄭
風
に
、
細
衣

を
纏
っ
た
男
性
を
慕
う
内
容
の
詩
「
細
衣
」
が
あ
り
、
こ
の
『
詩

経
』
の
「
細
衣
」
の
名
前
が
、
誨
言
者
を
指
弾
す
る
内
容
の
詩
「
巷

伯
」
（
小
雅
）
と
と
も
に
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
篇
名
に
結
び

付
い
て
い
る
。

但
し
、
『
礼
記
』
細
衣
篇
で
は
、
そ
の
引
用
は
冒
頭
の
第
一
章
で

は
な
く
、
第
二
章
に
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
郭
店
楚
簡
『
細
衣
』

で
は
、
『
礼
記
』
細
衣
篇
の
第
一
章
に
相
当
す
る
部
分
が
存
在
せ
ず
、

引
用
を
含
む
部
分
が
文
献
の
先
頭
に
位
置
し
て
い
る
。
従
っ
て
、

郭
店
楚
簡
『
細
衣
』
は
冒
頭
部
分
に
あ
る
語
が
篇
題
と
さ
れ
る
形

に
な
っ
て
お
り
、
篇
題
の
付
け
方
と
し
て
は
こ
の
方
が
極
め
て
自

然
で
あ
る
。

こ
の
他
、
郭
店
楚
簡
『
細
衣
』
と
『
礼
記
』
細
衣
篇
と
の
間
に

は
、
字
句
の
異
同
が
多
数
見
ら
れ
る
が
、
一
部
の
章
で
は
、
『
詩
』

『
書
』
か
ら
の
引
用
に
も
異
同
が
あ
る
。
ち
な
み
に
、
引
用
さ
れ

て
い
る
『
詩
』
は
、
大
雅
が
九
、
小
雅
が
八
、
国
風
が
四
、
逸
『
詩
』

が
一
で
あ
る
。
ま
た
引
用
さ
れ
て
い
る
『
書
』
は
、
今
文
が
八
、

古
文
が
一
、
逸
『
書
』
が
一
で
あ
る
。

『
詩
』
『
書
』
の
引
用
に
関
連
し
て
特
に
注
目
さ
れ
る
点
は
、
『
礼

記
』
細
衣
篇
で
は
『
詩
』
『
書
』
か
ら
の
引
用
の
他
に
、
『
易
』
か

(13) 



ら
の
引
用
も
あ
る
が
、
郭
店
楚
簡
『
細
衣
』
は
『
詩
』
『
書
』
か
ら

の
引
用
の
み
見
ら
れ
、
『
易
』
か
ら
は
引
用
が
な
い
点
で
あ
る
。
こ

れ
ま
で
『
礼
記
』
細
衣
篇
は
、
『
易
』
か
ら
の
引
用
が
あ
る
こ
と
、

そ
し
て
従
来
、
儒
家
が
『
易
』
を
経
典
視
す
る
よ
う
に
な
っ
た
時

期
は
戦
国
時
代
の
最
末
期
か
ら
秦
漢
に
か
け
て
と
見
な
さ
れ
て
き

た
こ
と
か
ら
、
戦
国
時
代
の
最
末
期
か
ら
秦
漢
以
降
に
成
立
し
た

文
献
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
戦
国
中
期
に
造
営
さ
れ

た
と
見
ら
れ
る
楚
墓
か
ら
、
基
本
的
に
同
一
の
文
献
で
あ
る
郭
店

楚
簡
『
細
衣
』
が
出
土
し
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
成
立
時
期
に
つ

い
て
大
幅
に
見
直
す
必
要
が
生
じ
て
い
る
。

別
項
に
お
い
て
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
上
海
博
物
館
が
購
入
し

た
戦
国
楚
簡
の
中
に
は
、
郭
店
楚
簡
『
細
衣
』
と
同
じ
文
献
や
、

『
礼
記
』
孔
子
間
居
篇
と
ほ
ぼ
同
じ
『
民
之
父
母
』
が
含
ま
れ
て

お
り
、
『
礼
記
』
中
に
は
紀
元
前
三

0
0年
頃
に
は
既
に
成
立
し
て

い
た
篇
が
複
数
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
確
実
と
な
っ
た
。
ま
た
、

現
時
点
で
は
ま
だ
ま
と
ま
っ
た
形
で
公
表
さ
れ
て
い
な
い
が
、
上

海
博
物
館
が
購
入
し
た
戦
国
楚
簡
の
中
に
は
『
大
戴
礼
記
』
武
王

践
昨
篇
、
曾
子
立
孝
篇
に
相
当
す
る
文
献
も
含
ま
れ
て
い
る
と
見

ら
れ
、
前
漢
後
期
に
戴
聖
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
『
礼
記
』
（
『
小

戴
礼
記
』
）
四
十
九
篇
の
み
な
ら
ず
、
戴
徳
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た

『
大
戴
礼
記
』
八
十
五
篇
も
、
既
に
戦
国
中
期
以
前
に
成
立
し
た

諸
篇
を
含
む
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
今
後
『
礼
記
』
や

『
大
戴
礼
記
』
に
属
す
る
諸
篇
に
つ
い
て
、

を
再
考
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
思
想
史
的
位
置

(
3
)
主
要
釈
文
・
注
釈
・
研
究

①
周
桂
細
「
荊
門
竹
簡
《
細
衣
》
校
読
札
記
」
（
『
中
国
哲
学
』
第

二
十
輯
、
遼
寧
教
育
出
版
社
、
一
九
九
九
年
一
月
）

②
磨
名
春
「
郭
店
楚
簡
典
《
詩
経
》
」
（
『
出
土
文
献
奥
中
国
文
学

研
究
』
、
北
京
広
播
学
院
出
版
社
、
二

0
0
0
年）

③
澤
田
多
喜
男
「
郭
店
楚
簡
細
衣
篇
孜
」
（
池
田
知
久
監
修
「
郭

店
楚
簡
の
思
想
史
的
研
究
」
第
三
巻
、
二

0
0
0
年
一
月
）

④
浅
野
裕
一
「
郭
店
楚
簡
『
細
衣
』
の
思
想
史
的
意
義
」
（
『
集
刊

東
洋
学
』
第
八
十
六
号
、
二

0
0
一
年
）

⑤
池
田
知
久
・
近
藤
浩
之
•
李
承
律
•
渡
追
大
・
芳
賀
良
信
・
廣

瀬
薫
雄
・
曹
峰
「
郭
店
楚
幕
竹
簡
『
細
衣
』
訳
注
（
上
）
・
（
下
）
」

（
池
田
知
久
監
修
「
郭
店
楚
簡
の
思
想
史
的
研
究
」
第
三
•
四

巻
、
二

0
0
0年）

⑥
磨
名
春
『
新
出
楚
簡
試
論
』
（
台
湾
古
籍
出
版
有
限
公
司
、
二

O

〇
一
年
）

⑦
王
博
『
簡
吊
思
想
文
献
論
集
』
（
台
湾
古
籍
出
版
有
限
公
司
、
ニ

O
O
一
年
）

⑧
李
零
『
郭
店
楚
簡
校
読
記
（
増
訂
本
）
』
（
北
京
大
学
出
版
社
、
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(
1
)
書
誌
情
報

竹
簡
八
枚
。
両
端
は
梯
形
。
簡
長
二
六
•
四
。
編
綾
両
道
。
編

餞
間
九
•
六
。
原
題
は
な
く
、
題
名
は
内
容
に
基
づ
く
仮
称
。
総

字
数
は
約
一
五

0
字
。
竹
簡
の
形
制
・
字
体
は
『
窮
達
以
時
』
と

同
類
で
あ
る
。

(
2
)
内
容
と
研
究
概
況

本
資
料
は
、
「
忠
臣
」
と
は
何
か
を
め
ぐ
っ
て
、
魯
の
穆
公
（
在

位
前
四

0
九

S
前
三
七
七
年
）
、
子
思
（
孔
子
の
孫
、
孔
仮
）
、
成
孫
七

な
る
人
物
の
三
者
が
問
答
を
交
わ
す
内
容
で
あ
る
。
ま
ず
「
忠
臣
」

つ
ね

と
は
何
か
と
い
う
穆
公
の
問
い
に
対
し
て
、
子
思
が
「
恒
に
其
の

4
．
郭
店
楚
簡
『
魯
穆
公
問
子
思
』
（
ろ
ぽ
っ
こ
う
も
ん
し
し

二
0
0
二
年
）

⑨
澤
田
多
喜
男
「
郭
店
楚
簡
『
細
衣
』
考
索
」
（
池
田
知
久
編
『
郭

店
楚
簡
儒
教
研
究
』
、
汲
古
書
院
、
二

0
0
三
年
）

⑩
近
藤
浩
之
・
曹
峰
•
芳
賀
良
信
·
廣
瀬
薫
雄
・
李
承
律
•
渡
追

大
「
『
細
衣
』
訳
注
」
（
池
田
知
久
編
『
郭
店
楚
簡
儒
教
研
究
』
、

汲
古
書
院
、
二

0
0
三
年
）

（
竹
田
健
二
）

君
の
悪
を
称
す
る
者
」
と
答
え
る
。
穆
公
は
そ
の
答
え
に
納
得
し

な
い
が
、
子
思
と
入
れ
替
わ
り
に
穆
公
に
謁
見
し
た
成
孫
七
が
、

子
思
の
「
忠
臣
」
観
を
解
説
し
て
讃
え
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

総
字
数
僅
か
一
五

0
字
ほ
ど
の
内
容
で
あ
る
が
、
問
答
体
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
極
め
て
具
体
性
の
高
い
資
料
で
あ
る
。
ま

た
「
子
思
」
が
登
場
し
、
そ
の
立
場
が
称
揚
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

本
資
料
あ
る
い
は
郭
店
楚
簡
全
体
を
「
子
思
学
派
」
あ
る
い
は
「
思

孟
学
派
」
の
も
の
と
考
え
る
重
要
な
根
拠
と
な
っ
て
い
る
。

思
想
史
的
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
本
資
料
の
「
忠
臣
」
観
で
あ

る
。
『
論
語
』
に
於
け
る
「
忠
」
は
、
広
く
対
人
関
係
の
中
で
登
場

す
る
徳
目
（
ま
ご
こ
ろ
の
意
）
で
あ
り
、
必
ず
し
も
君
臣
関
係
に

特
定
さ
れ
た
概
念
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
で
子
思
が
主
張
す

る
「
忠
臣
」
と
は
、
常
に
君
主
の
「
悪
」
を
指
摘
す
る
者
で
あ
り
、

ま
た
、
成
孫
七
の
解
説
に
よ
れ
ば
、
そ
う
し
た
臣
下
は
「
義
」
を

尊
重
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
君
主
の
不
興
を
買
い
「
禄
爵
」
か
ら
遠

ざ
か
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。
即
ち
こ
こ
で
は
、
「
忠
臣
」
と
諌
詳

と
が
密
接
な
関
係
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
か
か
る
臣

下
と
対
比
さ
れ
て
い
る
の
は
、
「
禄
爵
」
（
俸
禄
と
爵
位
）
の
獲
得

を
前
提
と
し
て
忠
勤
に
励
む
臣
下
で
あ
る
。
穆
公
が
期
待
し
た
の

は
こ
の
よ
う
な
臣
下
で
あ
っ
た
か
と
推
測
さ
れ
る
が
、
子
思
や
成

孫
七
は
、
君
主
の
た
め
に
我
が
身
を
埋
没
さ
せ
て
働
く
よ
う
な
臣

下
を
、
真
の
忠
臣
と
は
し
な
い
の
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
『
魯
穆
公
問
子
思
』
は
、
『
論
語
』
に
見
ら
れ
る

よ
う
な
「
忠
（
ま
ご
こ
ろ
）
」
の
観
念
を
政
治
思
想
と
し
て
先
鋭
化

さ
せ
、
ま
た
、
「
諫
詳
」
を
「
忠
臣
」
の
属
性
と
し
て
明
確
に
規
定

し
て
い
る
。
更
に
、
「
禄
爵
」
よ
り
も
「
義
」
を
尊
重
す
べ
き
で
あ

る
と
の
主
張
は
、
一
国
家
や
一
君
主
に
殉
ず
る
「
忠
臣
」
と
は
異

な
る
型
の
「
忠
臣
」
像
を
提
示
し
て
い
る
と
言
え
る
。

な
お
、
こ
う
し
た
忠
臣
観
が
形
成
さ
れ
た
背
景
と
し
て
、
直
言

を
得
意
に
し
た
と
さ
れ
る
子
思
の
性
格
、
と
い
う
特
殊
個
別
的
な

事
情
の
他
、
儒
家
の
思
想
活
動
そ
の
も
の
に
も
留
意
す
る
必
要
が

あ
ろ
う
。
儒
者
は
、
学
団
を
組
織
し
て
思
想
活
動
を
展
開
し
た
と

い
う
点
に
於
て
、
墨
家
と
と
も
に
先
秦
諸
学
派
の
中
で
も
特
色
の

あ
る
思
想
集
団
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
他
国
の
臣
下
や
食
客
と
し
て

当
該
国
の
君
主
に
仕
え
つ
つ
、
そ
の
中
で
自
学
派
の
思
想
の
宣
揚
．

実
践
に
努
め
た
。
そ
の
最
終
目
標
は
、
単
に
当
該
国
や
そ
の
君
主

に
殉
ず
る
こ
と
で
は
な
く
、
そ
の
国
家
や
君
主
を
通
じ
て
そ
れ
ぞ

れ
の
理
想
を
実
現
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
即
ち
、
特
定
の
君
臣
関

係
の
中
に
身
を
置
い
て
「
禄
爵
」
を
得
つ
つ
、
自
学
派
の
理
想
た

る
「
義
」
を
追
究
し
て
い
く
と
い
う
、
あ
る
意
味
で
は
大
き
な
矛

盾
を
抱
え
て
活
動
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
構
造
の
中
で
模
索
さ

れ
る
「
忠
臣
」
と
は
、
実
は
、
自
ら
の
存
在
意
義
そ
の
も
の
を
問

う
思
想
で
あ
っ
た
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
。

従
来
、
儒
家
に
於
け
る
「
忠
臣
」
観
念
は
、
戦
国
時
代
末
期
に

至
っ
て
よ
う
や
く
先
鋭
化
し
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ

た
。
し
か
し
本
資
料
は
、
そ
う
し
た
通
説
に
再
考
を
迫
る
と
と
も

に
、
「
忠
臣
」
や
「
諫
詳
」
に
関
し
て
多
く
の
議
論
を
掲
載
す
る
『
墨

子
』
や
『
晏
子
春
秋
』
、
あ
る
い
は
『
孟
子
』
『
荀
子
』
な
ど
に
見

え
る
「
忠
臣
」
観
な
ど
に
つ
い
て
も
、
重
要
な
研
究
の
視
点
を
提

供
し
て
い
る
。

(
3
)
主
要
釈
文
・
注
釈
・
研
究

本
資
料
は
僅
か
な
分
量
な
が
ら
、
魯
穆
公
と
子
思
が
登
場
し
、

子
思
の
立
場
が
称
揚
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
郭
店
楚
簡
全
体
の

思
想
的
立
場
を
解
明
す
る
重
要
な
手
が
か
り
と
さ
れ
て
い
る
。
磨

名
春
「
郭
店
楚
簡
儒
家
著
作
考
」
は
、
本
資
料
が
子
思
の
弟
子
の

手
に
出
で
、
子
思
の
自
著
で
は
な
い
が
、
『
子
思
子
』
に
属
す
る
資

料
で
あ
る
と
推
測
す
る
。
周
鳳
五
「
郭
店
楚
簡
《
唐
虞
之
道
》
考

釈
」
や
黄
人
二
「
郭
店
楚
簡
《
魯
穆
公
問
子
思
》
考
釈
」
の
よ
う

に
、
本
資
料
の
特
色
で
あ
る
「
正
色
極
言
」
の
様
が
『
孟
子
』
梁

恵
王
篇
に
類
似
す
る
と
し
た
上
で
、
孟
子
が
深
く
子
思
の
学
風
を

継
承
し
た
と
す
る
見
解
も
あ
る
。

も
っ
と
も
、
李
承
律
「
郭
店
楚
簡
『
魯
穆
公
問
子
思
』
の
忠
臣

観
に
つ
い
て
」
の
よ
う
に
、
本
資
料
を
戦
国
末
期
の
成
立
と
考
え

る
も
の
も
あ
る
。
但
し
、
そ
の
論
拠
と
さ
れ
て
い
る
、
『
荀
子
』
以

前
に
「
忠
臣
」
の
思
想
が
余
り
見
え
な
い
と
す
る
点
は
、
既
存
の
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①
摩
名
春
「
郭
店
楚
簡
儒
家
著
作
考
」
（
『
孔
子
研
究
』

年
三
期
）

②
衷
國
華
「
郭
店
楚
簡
文
字
考
釈
十
一
則
」
（
『
中
国
文
字
』
第
二

十
四
期
、
一
九
九
八
年
十
二
月
）

③
顔
世
絃
「
郭
店
楚
簡
浅
釈
」
（
『
張
以
仁
先
生
七
秩
寿
慶
論
文
集

上
冊
』
、
学
生
書
局
、
一
九
九
九
年
一
月
）

④
黄
人
二
「
郭
店
楚
簡
《
魯
穆
公
問
子
思
》
考
釈
」
（
『
張
以
仁
先

一
九
九
八

伝
世
資
料
を
指
標
と
す
る
も
の
で
、
今
後
は
む
し
ろ
、
こ
れ
ら
新

出
土
資
料
の
研
究
成
果
に
よ
っ
て
、
既
存
文
献
の
成
立
時
期
や
思

想
的
意
義
を
修
正
し
、
思
想
史
の
空
白
を
埋
め
て
い
く
と
い
う
視

点
も
必
要
と
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
は
、
同
氏
が

戦
国
末
期
以
降
の
資
料
と
し
て
挙
げ
て
い
る
『
墨
子
』
『
管
子
』
『
晏

子
春
秋
』
『
孝
経
』
『
礼
記
』
な
ど
に
つ
い
て
も
、
今
後
、
そ
の
成

立
時
期
を
再
考
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

な
お
本
資
料
に
つ
い
て
は
、
そ
も
そ
も
、
子
思
の
思
想
を
明
確

に
宣
揚
す
る
た
め
の
思
想
的
文
献
と
し
て
、
や
や
物
足
り
な
い
印

象
も
残
る
。
そ
う
し
た
意
味
で
は
、
席
盤
林
「
論
魯
穆
公
変
法
中

的
子
思
ー
郭
店
楚
簡
『
魯
穆
公
問
子
思
』
及
相
関
問
題
研
究
」
の

よ
う
に
、
子
思
に
よ
る
「
忠
臣
」
の
思
想
よ
り
は
、
む
し
ろ
「
忠
臣
」

に
つ
い
て
下
問
し
た
魯
穆
公
の
意
識
や
、
魯
穆
公
と
子
思
の
対
立

を
、
当
時
の
斉
魯
の
情
勢
か
ら
考
察
す
る
見
解
も
注
目
さ
れ
る
。

生
七
秩
寿
慶
論
文
集
上
冊
』
、
学
生
書
局
、
一
九
九
九
年
一
月
）

⑤
李
零
「
郭
店
楚
簡
校
読
記
」
（
『
道
家
文
化
研
究
』
第
十
七
輯
、

一
九
九
九
年
八
月
）

⑥
李
承
律
「
郭
店
楚
墓
竹
簡
『
魯
穆
公
問
子
思
』
訳
註
」
（
『
郭
店

楚
簡
の
思
想
史
的
研
究
』
第
一
巻
、
東
京
大
学
郭
店
楚
簡
研
究

会
編
、
一
九
九
九
年
十
一
月
）

⑦
李
承
律
「
郭
店
楚
簡
『
魯
穆
公
問
子
思
』
の
忠
信
観
に
つ
い
て
」

（
『
郭
店
楚
簡
の
思
想
史
的
研
究
』
第
一
巻
、
東
京
大
学
郭
店
楚

簡
研
究
会
編
、
一
九
九
九
年
十
一
月
）

⑧
席
盤
林
「
論
魯
穆
公
変
法
中
的
子
思
ー
郭
店
楚
簡
『
魯
穆
公
問

子
思
』
及
相
関
問
題
研
究
」
（
『
簡
吊
《
五
行
》
箋
釈
』
（
万
巻

楼
図
書
、
二

0
0
0年）

⑨
湯
浅
邦
弘
「
「
忠
臣
」
の
思
想
ー
郭
店
楚
簡
『
魯
穆
公
問
子
思
』

に
つ
い
て
ー
」
（
大
久
保
隆
郎
教
授
退
官
記
念
論
集
『
漢
意
と
は

何
か
』
、
東
方
書
店
、
二

0
0
一
年
十
二
月
）

（
湯
浅
邦
弘
）

(
1
)
書
誌
情
報

竹
簡
一
五
枚
。
両
端
は
梯
形
。
簡
長
二
六
•
四
。
編
錢
両
道
、

5
．
郭
店
楚
簡
『
窮
達
以
時
』
（
き
ゅ
う
た
つ
い
じ

(17) 



編
綾
間
九
•
四
S

九
•
六
。
竹
簡
の
形
状
及
び
字
体
は
『
魯
穆
公

問
子
思
』
に
同
じ
。
原
題
は
な
く
、
内
容
に
基
づ
き
、
文
中
に
あ

る
「
窮
達
以
時
」
を
仮
題
と
し
て
い
る
。

(
2
)
内
容
と
研
究
概
況

本
資
料
の
内
容
的
な
特
質
は
、
そ
の
冒
頭
に
「
又
（
有
）
天
又
（
有
）

人
、
天
人
又
（
有
）
分
」
と
あ
る
よ
う
に
、
荀
子
の
独
創
と
し
て
長

く
伝
え
ら
れ
て
き
た
「
天
人
の
分
」
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
点
で

あ
る
。
具
体
的
に
は
、
時
世
に
遇
う
か
遇
わ
な
い
か
と
い
う
領
域

は
「
天
」
の
領
域
で
あ
っ
て
、
そ
の
遇
不
遇
に
関
わ
ら
ず
「
人
」

の
能
力
は
変
わ
ら
ず
、
賢
者
は
不
遇
で
あ
ろ
う
と
も
そ
の
賢
な
る

資
質
は
「
人
」
の
領
域
に
お
い
て
保
全
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
説

い
て
い
る
。
本
篇
が
、
考
古
学
の
推
定
す
る
前
三

0
0
年
以
前
の

著
作
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ま
で
の
「
天
人
之
分
」
は
荀

子
に
始
ま
る
と
い
う
思
想
史
は
、
根
本
的
な
見
直
し
を
迫
ら
れ
て

い
る
わ
け
で
あ
る
。

『
窮
達
以
時
』
は
「
遇
不
遇
」
を
説
く
の
に
、
具
体
的
な
事
例
、

た
と
え
ば
、
舜
が
発
に
登
用
さ
れ
た
話
、
ま
た
管
仲
が
斉
の
桓
公

に
登
用
さ
れ
た
話
な
ど
を
列
挙
す
る
。
そ
し
て
そ
の
事
例
の
列
挙

が
伝
世
の
諸
文
献
と
共
通
性
を
持
っ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
『
窮
達

以
時
』
の
解
読
が
容
易
に
な
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
『
郭
店
楚
墓
竹

簡
』
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
『
荀
子
』
宥
坐
篇
、
『
孔
子
家
語
』
在

厄
篇
、
『
韓
詩
外
伝
』
巻
七
、
『
説
苑
』
雑
言
篇
な
ど
で
あ
る
。
そ

れ
ら
に
あ
る
、
孔
子
が
陳
察
の
間
で
災
難
に
あ
っ
た
と
き
の
子
路

と
の
問
答
に
関
す
る
説
話
に
登
場
す
る
事
例
と
『
窮
達
以
時
』
の

事
例
と
が
似
て
お
り
、
と
く
に
『
韓
詩
外
伝
』
巻
七
、
『
説
苑
』
雑

言
篇
に
所
載
の
話
と
が
よ
く
似
て
い
る
。
ま
た
、
後
掲
浅
野
論
文

が
指
摘
す
る
『
孟
子
』
告
子
下
篇
と
も
論
旨
と
事
例
が
ほ
ぼ
一
致

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
例
の
一
致
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
例
が
お

そ
ら
く
戦
国
期
に
お
け
る
共
通
認
識
と
し
て
定
着
し
て
お
り
、
あ

る
種
の
サ
ク
セ
ス
ス
ト
ー
リ
ー
と
し
て
人
口
に
膀
炎
し
て
い
て
、

―
つ
の
説
話
と
し
て
の
型
を
確
立
し
て
い
た
か
ら
だ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
『
窮
達
以
時
』
に
関
す
る
研
究
は
、

当
然
な
が
ら
「
天
人
之
分
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
め
ぐ
っ
て
行

わ
れ
て
い
る
。
研
究
の
方
向
性
と
し
て
は
、
こ
の
篇
の
成
立
が
考

古
学
の
推
定
年
代
か
ら
荀
子
に
先
立
つ
も
の
と
考
え
る
立
場
が
主

流
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
考
古
学
の
推
定
年
代
に
疑
義
を
表
明

し
て
そ
れ
を
保
留
し
、
従
来
ど
お
り
「
天
人
之
分
」
論
を
荀
子
の

独
創
と
考
え
て
、
『
窮
達
以
時
』
が
荀
子
思
想
の
影
響
下
に
成
立
し

た
と
考
え
る
立
場
も
あ
る
。
ま
た
『
窮
達
以
時
』
と
荀
子
が
同
じ

く
「
天
人
の
分
」
を
説
く
と
は
い
っ
て
も
、
そ
こ
に
質
的
な
違
い

あ
る
こ
と
を
論
証
し
よ
う
と
す
る
試
み
も
あ
る
。
荀
子
の
「
天
人

之
分
」
論
が
大
き
く
自
然
対
人
間
の
視
点
か
ら
説
か
れ
て
い
る
の

に
対
し
て
、
『
窮
達
以
時
』
の
側
が
、
個
人
の
栄
達
と
困
窮
と
い
う

(18) 



(
3
)
主
要
釈
文
・
注
釈
・
研
究

①
摩
名
春
「
郭
店
楚
簡
儒
家
著
作
考
」
（
『
孔
子
研
究
』

年
三
期
）

②
周
鳳
五
「
郭
店
楚
簡
識
字
札
記
」
（
『
張
以
仁
先
生
七
秩
寿
慶
論

一
九
九
八

「
窮
達
」
の
範
囲
内
で
の
み
説
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
、

荀
子
の
「
天
人
之
分
」
論
に
比
べ
て
、
『
窮
達
以
時
』
の
ほ
う
が
よ

り
原
初
的
な
思
考
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

今
後
の
研
究
の
方
向
性
と
し
て
は
、
本
篇
の
成
立
を
荀
子
の
前

と
す
る
か
後
と
す
る
か
と
い
う
議
論
を
の
ぞ
け
ば
、
人
為
を
尽
く

し
て
い
る
の
に
報
わ
れ
な
い
こ
と
を
嘆
く
『
詩
経
』
小
雅
に
見
ら

れ
る
「
天
」
を
怨
む
詩
や
、
孔
子
が
「
天
道
」
の
こ
と
を
あ
ま
り

語
ら
な
か
っ
た
と
い
う
子
貢
の
発
言
や
、
人
為
の
及
ば
な
い
領
域

を
「
天
」
の
領
域
と
し
て
一
線
を
画
し
た
孟
子
の
考
え
方
な
ど
、

こ
れ
ま
で
系
統
的
に
検
証
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
「
天
人
之
分
」
に

つ
な
が
る
よ
う
な
考
え
方
と
『
窮
達
以
時
』
と
の
関
係
を
検
討
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
最
近
刊
で
は
あ
る
が
『
上
海
博
物
館
蔵

戦
国
楚
竹
書
』
の
第
一
分
冊
所
収
『
孔
子
詩
論
』
、
同
じ
く
第
二
分

冊
所
収
『
子
恙
』
に
あ
る
、
地
上
の
支
配
権
を
正
当
化
す
る
「
天

命
」
を
ど
う
捉
え
る
か
、
と
い
う
議
論
も
、
「
天
人
之
分
」
の
実
質

を
「
天
命
」
の
否
定
と
み
な
せ
ば
、
『
窮
達
以
時
』
と
の
関
係
が
注
目

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

文
集
上
冊
』
、
学
生
書
局
、
一
九
九
九
年
一
月
）

③
顔
世
絃
「
郭
店
楚
簡
浅
釈
」
（
『
張
以
仁
先
生
七
秩
寿
慶
論
文
集

上
冊
』
、
学
生
書
局
、
一
九
九
九
年
一
月
）

④
張
立
文
「
《
窮
達
以
時
》
的
時
与
遇
」
（
『
中
国
哲
学
史
』
第
二

十
輯
「
郭
店
楚
簡
研
究
」
遼
寧
教
育
出
版
社
、
一
九
九
九
年
一

月）

⑤
末
永
高
康
「
も
う
―
つ
の
『
天
人
の
分
』
ー
郭
店
楚
簡
初
探
」

（
『
鹿
児
島
大
学
教
育
学
部
研
究
紀
要
』
第
五
十
巻
別
冊
、
一
九

九
九
年
三
月
）

⑥
『
郭
店
楚
簡
の
研
究
（
一
）
』
（
池
田
知
久
監
修
・
大
東
文
化
大

学
郭
店
楚
簡
研
究
班
編
、
一
九
九
九
年
八
月
）
所
収
『
窮
達
以

時
』
釈
文
（
謝
衛
平
・
麿
艶
•
姜
啓
燦
•
河
井
義
樹
）

⑦
李
零
「
郭
店
楚
簡
校
読
記
」
（
『
道
家
文
化
研
究
』
第
十
七
集
、

一
九
九
九
年
）
後
に
『
郭
店
楚
簡
校
読
記
（
増
訂
本
）
』
（
北
京

大
学
出
版
社
、
二

0
0
二
年
三
月
）

⑧
涼
宋
流
・
劉
祖
信
『
郭
店
楚
簡
先
秦
儒
家
侠
書
校
繹
』
（
出
土
文

献
繹
注
研
析
叢
書
、
萬
巻
楼
、
二

O
O
一
年
二
月
）

⑨
浅
野
裕
一
「
郭
店
楚
簡
『
窮
達
以
時
』
の
「
天
人
之
分
」
に
つ

い
て
」
（
『
集
刊
東
洋
学
』
八
十
三
、
二

0
0
0年
五
月
）

⑩
池
田
知
久
「
郭
店
楚
簡
『
窮
達
以
時
』
の
研
究
」
（
「
古
典
学
の

再
構
築
」
東
京
大
学
郭
店
楚
簡
研
究
会
編
『
郭
店
楚
簡
の
思
想

史
的
研
究
』
第
三
巻
、
二

0
0
0
年
一
月
）
後
に
加
筆
訂
正
版
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(
1
)
書
誌
情
報

竹
簡
五
0
枚
。
両
端
は
梯
形
。
簡
長
三
二
•
五
。
編
綾
は
両
道
。

編
綾
間
―
ニ
・
九

S
一
三
。
第
一
簡
の
冒
頭
に
「
五
行
」
と
篇
題

が
記
さ
れ
て
い
る
。

(
2
)
内
容
と
研
究
概
要

6
．
郭
店
楚
簡
『
五
行
』
（
ご
こ
う

が
『
郭
店
楚
簡
儒
教
研
究
』
（
汲
古
書
院
、
二

0
0
三
年
二
月
）

に
収
録
。

⑪
井
ノ
ロ
哲
也
「
中
国
古
代
の
『
遇
不
遇
』
論
ー
『
時
』
と
『
命
』

を
ど
う
捉
え
る
か
ー
」
（
「
古
典
学
の
再
構
築
」
東
京
大
学
郭
店

楚
簡
研
究
会
編
『
郭
店
楚
簡
の
思
想
史
的
研
究
』
第
三
巻
、
ニ

0
0
0年
一
月
）
後
に
『
郭
店
楚
簡
儒
教
研
究
』
（
汲
古
書
院
、

二
0
0
三
年
二
月
）
に
収
録
。

⑫
寵
撲
「
天
人
三
式
ー
郭
店
楚
簡
所
見
天
人
関
係
試
説
」
（
『
武
漢

大
学
中
国
文
化
研
究
所
編
『
郭
店
楚
簡
国
際
学
術
研
討
会
論
文

集
』
湖
北
人
民
出
版
社
、
二

0
0
0
年
五
月
）
《
初
出
一
九
九
九

年
十
月
》

（
菅
本
大
二
）

一
九
七
三
年
、
湖
南
省
長
沙
馬
王
堆
三
号
漢
墓
よ
り
、
甲
•
乙

二
種
の
吊
書
『
老
子
』
が
発
見
さ
れ
た
。
甲
本
『
老
子
』
の
後
に

は
甲
本
巻
後
古
侠
書
と
総
称
さ
れ
る
四
篇
の
古
侠
書
が
存
在
し
て

い
た
。
こ
れ
ら
四
篇
は
い
ず
れ
も
篇
題
を
欠
い
て
い
た
が
、
内
容

上
の
特
色
か
ら
『
五
行
』
『
伊
手
九
主
』
『
明
君
』
『
徳
聖
』
と
命

名
さ
れ
た
。
こ
の
吊
書
『
五
行
』
全
体
は
、
前
半
の
経
部
分
（
第

一
七

0
行
S
第
ニ
―
四
行
）
と
、
後
半
の
説
部
分
（
第
ニ
―
四
行

S
第
三
五

0
行
）
と
に
大
別
で
き
、
後
者
が
前
者
を
解
説
す
る
構

成
を
取
っ
て
い
る
。

『
五
行
』
の
思
想
的
特
色
は
、
仁
・
義
・
礼
•
智
•
聖
の
徳
目

を
五
行
と
称
し
、
仁
・
義
・
礼
•
智
の
四
行
が
目
に
見
え
る
外
形

と
し
て
、
身
体
•
動
作
に
現
れ
る
に
と
ど
ま
る
状
態
を
単
な
る

「
行
」
と
す
る
一
方
、
仁
・
義
・
礼
•
智
•
聖
の
五
行
す
べ
て
が

外
面
的
要
素
を
捨
象
し
て
、
心
の
内
部
に
顕
現
し
‘
―
つ
に
同
化

し
た
状
態
を
「
徳
の
行
」
と
す
る
点
に
あ
る
。
『
五
行
』
は
前
者
を

善
で
あ
り
人
道
で
あ
る
と
し
、
後
者
を
徳
で
あ
り
天
道
で
あ
る
と

規
定
し
た
上
で
、
前
者
の
段
階
に
あ
る
人
物
を
「
志
士
」
と
呼
び
、

後
者
の
段
階
に
到
達
し
た
人
物
を
「
君
子
」
と
呼
ぶ
。
こ
の
よ
う

に
『
五
行
』
は
、
常
に
内
と
外
の
区
分
を
立
て
な
が
ら
論
理
を
展

開
し
、
外
に
対
す
る
内
の
優
位
を
主
張
す
る
。
し
た
が
っ
て
『
五

行
』
に
は
唯
心
論
的
傾
向
が
強
く
見
ら
れ
る
。
ま
た
『
五
行
』
に

は
、
「
集
大
成
」
と
「
金
替
而
玉
振
」
を
結
び
つ
け
る
な
ど
、
『
孟
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子
』
と
の
特
殊
な
つ
な
が
り
を
感
じ
さ
せ
る
表
現
が
見
ら
れ
る
。

吊
書
『
五
行
』
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
研
究
が
発
表

さ
れ
て
き
て
い
る
。
成
立
時
期
と
作
者
の
問
題
に
的
を
絞
っ
て
分

類
す
る
と
、
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
な
る
。

(
A
)
成
立
時
期
を
戦
国
初
期
と
し
、
経
部
分
の
作
者
を
子
思
の

門
人
、
説
部
分
の
作
者
を
子
思
の
門
人
か
若
年
時
代
の
孟
子

と
見
る
説
。
こ
の
立
場
は
ほ
と
ん
ど
浅
野
裕
一
「
吊
書
「
五

行
篇
」
の
思
想
史
的
位
置
一
儒
家
に
よ
る
天
へ
の
接
近
ー
」

（
『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
十
九
巻
•
一
九
八
五
年
、

後
に
『
黄
老
道
の
成
立
と
展
開
』
創
文
社
・
一
九
九
二
年
に

収
録
）
に
限
ら
れ
る
。

(
B
)
成
立
時
期
を
孟
子
以
後
荀
子
以
前
の
時
期
、
す
な
わ
ち
戦

国
中
期
か
ら
戦
国
後
期
に
か
け
て
の
時
期
と
し
、
作
者
を
こ

の
時
期
の
子
思
•
孟
子
学
派
と
見
る
説
。
馬
王
堆
漢
墓
吊
書

整
理
小
組
『
馬
王
堆
漢
墓
吊
書
〔
登
〕
』
（
文
物
出
版
社
・
一

九
七
四
年
）
、
寵
撲
「
馬
王
堆
吊
書
解
開
了
思
孟
五
行
説
之
謎
」

（
『
文
物
』
一
九
七
四
年
・
第
九
期
）
、
李
耀
仙
「
子
思
孟
子

五
行
説
考
緋
」
（
『
科
撤
』
第
四
十
五
期
・
一
九
八
一
年
）
、

影
山
輝
國
「
思
孟
五
行
説
ー
そ
の
多
様
な
る
解
釈
と
寵
撲
説

ー
」
（
『
東
京
大
学
教
養
学
部
人
文
科
学
科
紀
要
』
第
八
十
一

輯
•
一
九
八
五
年
）
、
李
学
勤
「
吊
書
《
五
行
篇
》
奥
《
尚
書
・

洪
範
》
」
（
『
学
術
月
刊
』
一
九
八
六
年
十
一
月
号
）
、
魏
啓
鵬

「
思
孟
五
行
説
的
再
思
考
」
（
『
四
川
大
学
学
報
』
一
九
八
八

年
・
第
四
期
）
、
黄
俊
傑
「
荀
子
非
孟
的
思
想
史
背
景
ー
論
〈
思

孟
五
行
説
〉
的
思
想
内
涵
ー
」
（
『
国
立
台
湾
大
学
歴
史
学
系

学
報
』
第
十
五
期
•
一
九
九

0
年
）
な
ど
。

(
C
)
成
立
時
期
を
荀
子
よ
り
後
の
時
期
、
す
な
わ
ち
戦
国
末
な

い
し
秦
の
時
代
と
し
、
作
者
を
戦
国
末
の
斉
の
学
者
と
見
た

り
、
秦
代
の
学
者
と
見
る
説
。
島
森
哲
男
「
馬
王
堆
出
土
儒

家
古
侠
書
考
」
（
『
東
方
学
』
第
五
十
六
輯
•
一
九
七
八
年
）
、

島
森
哲
男
「
慎
独
の
思
想
」
（
『
文
化
』
第
四
十
二
巻
第
三
・

四
号
・
一
九
七
九
年
）
、
斎
木
哲
郎
「
長
沙
馬
王
堆
漢
墓
出
土

「
吊
書
五
行
篇
」
新
釈
ー
秦
儒
と
の
関
係
を
中
心
と
し
て
ー
」

（
『
中
国
出
土
資
料
研
究
』
第
二
号
・
一
九
九
八
年
）
な
ど
。

(
D
)
成
立
時
期
を
漢
帝
国
成
立
後
と
し
、
作
者
を
漢
初
の
儒
家

と
見
る
説
。
趙
光
賢
「
新
五
行
説
商
権
」
（
『
文
史
』
第
十
四

輯
•
一
九
八
二
年
）
、
池
田
知
久
『
馬
王
堆
漢
墓
吊
書
五
行
篇

研
究
』
（
汲
古
書
院
・
一
九
九
三
年
）
な
ど
。

こ
の
よ
う
に
成
立
時
期
だ
け
に
限
っ
て
も
、
最
も
古
く
見
る
戦

国
初
期
説
か
ら
最
も
新
し
く
見
る
漢
初
説
ま
で
、
見
解
に
は
大
き

な
隔
た
り
が
あ
る
が
、
概
括
的
に
捉
え
れ
ば
、

(
B
)

の
立
場
が
主

流
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
を
大
き
く
前
進
さ
せ
た
の
が
、
郭

店
楚
簡
『
五
行
』
の
発
見
で
あ
る
。
吊
書
本
『
五
行
』
は
、
吊
の

前
半
に
経

(
1
)

か
ら
経

(28)
ま
で
の
経
部
分
が
位
置
し
、
後
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半
に
経

(
6
)

か
ら
経
(
2
8
)
ま
で
に
対
応
す
る
解
説
、
す
な
わ

ち
説

(
6
)

か
ら
説
(
2
8
)
が
位
置
す
る
と
の
構
成
を
示
す
。
経

(
1
)

か
ら
経

(
5
)
ま
で
に
対
応
す
る
説
が
見
当
た
ら
な
い
の

は
、
伝
写
の
間
に
生
じ
た
脱
落
と
し
て
処
理
す
べ
き
現
象
で
あ
ろ

う
。
こ
れ
に
対
し
て
竹
簡
本
『
五
行
』
の
側
に
は
経
部
分
の
み
が

存
在
し
、
説
部
分
は
全
く
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
が
両
者
の
間
の
最

大
の
相
違
点
で
あ
る
。
こ
れ
に
次
ぐ
顕
著
な
相
違
点
は
、
両
者
の

間
で
経
文
の
配
列
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
第
一
の
違
い

は
、
竹
簡
本
で
は
経

(13)
が
経
(
1
0
)
の
前
に
位
置
す
る
点
で
あ

る
。
第
二
の
違
い
は
、
竹
簡
本
で
は
経
(
1
7
)
経

(18)
経

(19)

が
経

(14)
の
前
に
位
置
す
る
点
で
あ
る
。
こ
の
他
、
両
者
の
間
に

は
細
か
な
字
句
の
異
同
が
存
在
す
る
。

竹
簡
本
の
発
見
に
よ
っ
て
、
我
々
は
漢
初
の
テ
キ
ス
ト
と
戦
国

中
期
の
テ
キ
ス
ト
を
直
接
比
較
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
わ
け
で
、

『
五
行
』
の
成
立
事
情
に
つ
い
て
、
従
来
よ
り
も
踏
み
込
ん
だ
考

察
が
可
能
に
な
っ
た
。
戦
国
中
期
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
郭
店
楚
簡

『
五
行
』
の
発
見
に
よ
り
、
『
五
行
』
経
部
分
の
成
立
時
期
が
、
戦

国
前
期
ま
で
遡
る
こ
と
が
明
確
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
先
に
紹
介
し

た
先
行
研
究
の
中
、

(
B
)

（
C
)

（
D
)
の
諸
説
は
す
で
に
破
綻

し
た
と
言
え
る
。

(
3
)
主
要
釈
文
・
注
釈
・
研
究

①
池
田
知
久
「
郭
店
楚
簡
『
五
行
』
の
研
究
」
（
『
郭
店
楚
簡
の
思

想
史
的
研
究
』
第
二
号
・
東
京
大
学
郭
店
楚
簡
研
究
会
、
一
九

九
九
年
）

②
魏
啓
鵬
『
簡
吊
《
五
行
》
箋
繹
』
（
万
巻
楼
図
書
有
限
公
司
、
ニ

0
 0
0
年）

③
丁
四
新
『
郭
店
楚
墓
竹
簡
思
想
研
究
』
（
東
方
出
版
社
、
二

0
0

0
年）

④
李
信
芳
『
簡
吊
五
行
解
詰
』
（
芸
文
院
書
館
、
二

0
0
0年）

⑤
寵
撲
『
竹
吊
《
五
行
》
篇
校
注
及
研
究
』
（
万
巻
楼
図
書
有
限
公

司
、
二

0
0
0年）

(
1
)
書
誌
情
報

竹
簡
二
九
枚
。
両
端
は
平
斉
。
簡
長
二
八

·
-
s
二
八
•
三
。

編
餞
両
道
。
編
綾
間
―
四
•
三
。
『
忠
信
之
道
』
と
竹
簡
の
形
制
が

同
じ
で
あ
る
。
原
題
は
な
く
、
題
名
は
内
容
に
基
づ
く
仮
称
で
あ

る。(
2
)
内
容
と
研
究
概
況

7
．
郭
店
楚
簡
『
唐
虞
之
道
』
（
と
う
ぐ
の
み
ち
）

（
浅
野
裕
一
）
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中
国
古
代
に
於
て
、
統
治
の
理
想
形
態
、
特
に
、
王
位
の
継
承

は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
と
い
う
問
題
は
、
政
治
思
想
の
最
重
要
課

題
の
―
つ
で
あ
っ
た
。
『
唐
虞
之
道
』
は
、
唐
（
発
）
虞
（
舜
）
の

治
世
を
対
象
に
、
発
か
ら
舜
、
舜
か
ら
萬
へ
の
禅
譲
を
、
理
想
の

姿
と
し
て
賛
美
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
冒
頭
で
は
、
「
唐
虞
の
道
は
、
禅
り
て
伝
え
ず
。
発
舜
の

王
た
る
や
、
天
下
を
利
し
て
利
と
せ
ざ
る
な
り
。
禅
り
て
伝
え
ざ

る
は
、
聖
の
盛
ん
な
る
な
り
。
天
下
を
利
し
て
利
と
せ
ざ
る
は
、

仁
の
至
り
な
り
」
と
述
べ
る
。
即
ち
、
発
舜
は
賢
者
に
禅
譲
し
て

血
縁
者
に
王
位
を
継
承
さ
せ
な
か
っ
た
と
し
、
天
下
を
利
し
て
自

己
の
利
を
追
求
し
な
い
こ
と
を
最
高
の
「
仁
」
、
賢
者
に
禅
譲
し
て

血
縁
者
に
世
襲
さ
せ
な
い
こ
と
を
最
高
の
「
聖
」
と
定
義
す
る
。

ま
た
、
発
舜
の
行
動
規
範
は
、
親
を
愛
し
て
孝
を
尽
く
し
、
賢
を

尊
ん
で
王
位
を
譲
る
点
に
あ
っ
た
と
し
、
前
者
の
「
愛
親
」
が
「
仁
」
、

後
者
の
「
尊
賢
」
が
「
義
」
で
あ
り
、
古
代
帝
王
は
み
な
こ
の
両

者
を
体
現
し
て
興
起
し
た
の
で
あ
る
と
説
く
。

た
だ
、
党
舜
に
つ
い
て
は
、
そ
の
差
異
も
指
摘
さ
れ
る
。
即
ち
、

発
が
「
生
ま
れ
な
が
ら
」
の
天
子
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
舜
は

卑
賤
の
時
期
が
あ
り
、
後
に
発
に
見
出
さ
れ
て
王
位
を
譲
ら
れ
た

と
さ
れ
る
。
ま
た
、
萬
に
つ
い
て
も
、
そ
の
治
世
を
説
く
箇
所
で

は
、
本
資
料
の
冒
頭
か
ら
主
張
さ
れ
て
き
た
「
禅
譲
」
か
「
世
襲
」

か
と
い
う
評
価
基
準
は
一
旦
除
外
さ
れ
る
。
舜
•
萬
は
と
も
に
、

賢
者
を
登
用
し
て
善
政
に
努
め
、
「
愛
」
と
「
正
（
刑
•
兵
）
」
を

併
用
し
た
点
が
評
価
の
対
象
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
本
資
料
が
一
貫
し
て
、
「
禅
譲
」
を
唯
一
絶
対
の
王
位

継
承
形
態
と
考
え
る
た
め
で
あ
る
。
発
舜
萬
の
三
者
を
比
較
す
れ

ば
、
ま
ず
、
発
は
「
生
ま
れ
な
が
ら
」
の
天
子
で
あ
り
、
舜
に
禅

譲
す
る
側
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
自
ら
禅
譲
さ
れ
た
経
験
を
持
た

な
い
。
ま
た
、
舜
か
ら
禅
譲
さ
れ
た
萬
は
、
賢
者
の
登
用
に
努
め

た
が
、
結
果
的
に
王
位
を
実
子
の
啓
に
継
承
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
従
っ
て
、
禅
譲
さ
れ
、
ま
た
禅
譲
し
た
唯
一
最
良
の
モ
デ
ル

と
し
て
舜
が
賛
美
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

で
は
舜
は
、
何
故
に
発
か
ら
禅
譲
さ
れ
た
の
か
。
そ
の
理
由
と

し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
「
孝
」
「
弟
」
「
慈
」
と
い
う
本
人

の
資
質
、
瞥
斐
の
子
と
し
て
の
「
孝
」
、
党
の
臣
下
と
し
て
の
「
忠
」
、

南
面
し
た
際
の
「
君
」
と
し
て
の
実
績
な
ど
で
あ
る
。
即
ち
、
こ

こ
で
は
、
「
孝
」
「
愛
親
」
と
い
っ
た
広
義
の
血
縁
的
倫
理
と
君
臣

関
係
の
場
に
於
け
る
「
忠
」
「
尊
賢
」
と
い
う
非
血
縁
的
倫
理
と
の

統
合
が
、
舜
の
生
涯
を
モ
デ
ル
に
提
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
禅
譲
論
は
、
他
の
選
択
肢
を
全
く

排
除
し
た
非
現
実
的
な
政
治
論
で
あ
り
、
こ
の
禅
譲
論
を
実
行
に

移
そ
う
と
す
れ
ば
、
各
王
朝
は
、
実
子
が
い
か
に
優
秀
な
後
継
者

で
あ
ろ
う
と
も
、
そ
れ
ぞ
れ
一
代
限
り
で
、
他
の
賢
者
に
王
位
を

譲
ら
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
る
。
あ
る
意
味
で
は
、
過
激
な
政
治
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思
想
で
あ
る
。
ま
た
、
「
愛
親
」
系
統
の
倫
理
と
「
尊
賢
」
系
統
の

倫
理
と
の
調
停
も
、
確
か
に
、
舜
の
生
涯
に
は
そ
の
ま
ま
該
当
す

る
も
の
の
、
「
生
ま
れ
な
が
ら
の
」
天
子
で
あ
っ
た
発
や
我
が
子
に

王
位
を
譲
っ
た
萬
に
は
該
当
し
な
く
な
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
、

本
資
料
の
統
治
論
は
、
内
部
に
大
き
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
と
言

え
よ
う
。

な
お
、
禅
譲
に
関
す
る
思
考
は
、
上
博
楚
簡
『
子
恙
』
『
容
成
子
』

に
も
見
え
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
総
合
的
に
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
戦
国
時
代
中
期
以
前
に
於
け
る
儒
家
の
禅
譲
論
を
具
体
的
に

検
討
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

ま
た
、
本
資
料
の
「
夫
古
者
聖
人
二
十
而
冠
、
…
…
七
十
而
致

政
」
と
い
う
聖
人
の
生
涯
に
関
す
る
記
述
は
、
『
礼
記
』
曲
礼
上
、

王
制
、
内
則
に
も
ほ
ぼ
同
文
が
見
え
、
ま
た
、
聖
人
が
引
退
後
に

そ
の
生
を
養
う
こ
と
を
言
っ
た
「
退
而
養
其
生
」
は
、
『
荀
子
』
王

制
篇
に
も
類
似
文
が
見
え
る
。
『
墨
子
』
の
禅
譲
論
と
の
関
係
と
と

も
に
、
他
の
儒
家
系
文
献
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
重
要
な
資
料
を

含
ん
で
い
る
。

(
3
)
主
要
釈
文
・
注
釈
・
研
究

従
来
、
禅
譲
論
に
つ
い
て
は
、
特
に
『
墨
子
』
の
尚
賢
論
が
注
目

さ
れ
て
き
た
が
、
本
資
料
の
発
見
に
よ
り
、
儒
家
に
も
早
く
か
ら

禅
譲
論
が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
た
、
こ
こ
か

①
摩
名
春
「
郭
店
楚
簡
儒
家
著
作
考
」
（
『
孔
子
研
究
』

年
三
期
）

一
九
九
八

ら
、
『
尚
書
』
『
論
語
』
『
史
記
』
等
の
記
載
が
襄
付
け
ら
れ
、
禅

譲
が
後
人
の
偽
造
で
は
な
く
、
歴
史
的
事
実
で
あ
っ
た
こ
と
が
分

か
る
と
す
る
議
論
や
、
禅
譲
説
が
墨
家
で
は
な
く
、
儒
家
に
出
る

こ
と
も
判
明
し
た
と
の
見
解
も
提
出
さ
れ
て
い
る
。
本
資
料
の
作

者
に
つ
い
て
は
、
子
思
学
派
、
子
張
学
派
、
燕
王
噌
の
禅
譲
事
件

に
関
わ
る
縦
横
家
、
な
ど
の
諸
説
が
あ
る
。

ま
た
、
『
孟
子
』
の
禅
譲
説
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
李
景
林
「
従

郭
店
簡
看
思
孟
学
派
的
性
奥
天
道
論
」
が
、
『
唐
虞
之
道
』
は
子
思

系
統
の
作
品
で
あ
り
、
孟
子
の
説
は
『
唐
虞
之
道
』
の
禅
譲
説
を

闇
発
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
浅
野
裕
一
「
郭
店
楚
簡
『
唐
虞

之
道
』
の
著
作
意
図
ー
禅
譲
と
血
縁
相
続
を
め
ぐ
っ
て
」
は
、
『
唐

虞
之
道
』
の
理
論
的
不
備
や
矛
盾
を
、
『
孟
子
』
の
禅
譲
説
が
「
天
」

「
命
」
概
念
を
導
入
し
て
解
決
し
て
い
る
と
説
き
、
『
唐
虞
之
道
』

は
、
孔
子
の
門
人
た
ち
が
、
か
か
る
禅
譲
説
に
よ
っ
て
本
来
孔
子

が
天
子
と
な
る
べ
き
（
即
ち
禅
譲
さ
れ
る
べ
き
）
人
物
だ
っ
た
と

宣
伝
す
る
文
献
で
あ
っ
た
と
推
測
す
る
。

な
お
、
『
唐
虞
之
道
』
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、
右
の
著
作
者

と
の
関
係
か
ら
も
、
戦
国
時
代
中
期
（
即
ち
『
孟
子
』
以
前
）
と

す
る
見
解
が
通
説
と
な
っ
て
い
る
。
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②
摩
名
春
「
郭
店
楚
簡
《
成
之
聞
之
》
《
唐
虞
之
道
》
篇
与
《
尚
書
》
」

（
『
中
国
史
研
究
』
一
九
九
九
年
三
期
）

③
摩
名
春
「
郭
店
楚
簡
引
《
書
》
論
《
書
》
考
」
（
武
漢
大
学
中
国

文
化
研
究
院
編
『
郭
店
楚
簡
国
際
学
術
研
討
会
論
文
集
』
、
湖
北

人
民
出
版
社
、
二

0
0
0年
五
月
）

④
陳
偉
「
郭
店
楚
簡
別
繹
」
（
『
江
漢
考
古
』
一
九
九
八
年
四
期
、

一
九
九
八
年
十
一
月
）

⑤
李
家
浩
「
読
《
郭
店
楚
墓
竹
簡
》
瑣
議
」
（
『
中
国
哲
学
』
第
二

十
輯
、
遼
寧
教
育
出
版
社
、
一
九
九
九
年
一
月
）

⑥
王
裸
呟
「
試
論
郭
店
楚
簡
各
篇
的
撰
作
時
代
及
其
背
景
ー
兼
論

郭
店
及
包
山
楚
墓
的
時
代
問
題
」
（
『
中
国
哲
学
』
第
二
十
輯
、

遼
寧
教
育
出
版
社
、
一
九
九
九
年
一
月
）

⑦
張
立
文
「
略
論
郭
店
楚
簡
的
「
仁
義
」
思
想
」
（
『
孔
子
研
究
』

一
九
九
九
年
一
期
）

⑧
黄
徳
寛
•
徐
在
国
「
郭
店
楚
簡
文
字
続
考
」
（
『
江
漢
考
古
』
一

九
九
九
年
二
期
）

⑨
羅
新
慧
「
郭
店
楚
簡
与
《
曾
子
》
」
（
『
管
子
学
刊
』
一
九
九
九

年
三
期
）

⑩
郭
祈
「
郭
店
竹
簡
与
先
秦
哲
学
史
之
重
写
」
（
『
哲
学
動
態
』
一

九
九
九
年
六
期
）

⑪
白
於
藍
「
《
郭
店
楚
墓
竹
簡
》
読
後
記
」
（
『
中
国
古
文
字
研
究
』

第
一
輯
、
吉
林
大
学
出
版
社
、
一
九
九
九
年
六
月
）

⑫
李
承
律
「
郭
店
楚
募
竹
簡
『
唐
虞
之
道
』
訳
註
」
（
東
京
大
学
郭

店
楚
簡
研
究
会
編
『
郭
店
楚
簡
の
思
想
史
的
研
究
』
、
一
九
九
九

年
十
一
月
）

⑬
影
邦
本
「
楚
簡
《
唐
虞
之
道
》
初
探
」
（
武
漢
大
学
中
国
文
化
研

究
院
編
『
郭
店
楚
簡
国
際
学
術
研
討
会
論
文
集
』
、
湖
北
人
民
出

版
社
、
二

0
0
0年
五
月
）

⑭
哀
國
華
「
《
郭
店
楚
墓
竹
簡
•
唐
虞
之
道
》
「
な
ブ
為
天
子
而

不
願
」
句
的
「
ん
符
‘
」
字
考
繹
」
（
武
漢
大
学
中
国
文
化
研

究
院
編
『
郭
店
楚
簡
国
際
学
術
研
討
会
論
文
集
』
、
湖
北
人
民
出

版
社
、
二

0
0
0年
五
月
）

⑮
鄭
建
鵬
「
《
唐
虞
之
道
》
「
六
帝
」
新
秤
」
（
武
漢
大
学
中
国
文

化
研
究
院
編
『
郭
店
楚
簡
国
際
学
術
研
討
会
論
文
集
』
、
湖
北
人

民
出
版
社
、
二

0
0
0年
五
月
）

⑯
劉
釧
「
読
郭
店
楚
簡
字
詞
札
記
」
（
武
漢
大
学
中
国
文
化
研
究
院

編
『
郭
店
楚
簡
国
際
学
術
研
討
会
論
文
集
』
、
湖
北
人
民
出
版
社
、

二
0
0
0年
五
月
）

⑰
浅
野
裕
一
「
郭
店
楚
簡
『
唐
虞
之
道
』
の
著
作
意
図
ー
禅
譲
と

血
縁
相
続
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
大
久
保
隆
郎
教
授
退
官
紀
年
論
集

漢
意
と
は
何
か
』
、
二

0
0
一
年
十
二
月
）

⑱
李
承
律
「
郭
店
楚
簡
『
唐
虞
之
道
』
の
社
会
的
「
利
」
思
想
に

つ
い
て
」
（
郭
店
楚
簡
研
究
会
編
『
楚
地
出
土
資
料
と
中
国
古
代

文
化
』
、
汲
古
書
院
、
二

0
0
二
年
三
月
）
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(
1
)
書
誌
情
報

竹
簡
九
枚
。
両
端
は
平
斉
。
簡
長
二
八
・
ニ

S

二
八
•
三
。
編

綾
両
道
。
編
綾
間
一
三
•
五
。
『
唐
虞
之
道
』
と
竹
簡
の
形
制
が
同

じ
で
あ
る
。
原
題
は
な
く
、
題
名
は
内
容
に
基
づ
く
仮
称
で
あ
る
。

(
2
)
内
容
と
研
究
概
況

対
人
関
係
に
於
け
る
他
者
へ
の
ま
ご
こ
ろ
は
、
「
忠
」
あ
る
い
は

「
信
」
と
い
う
語
で
表
さ
れ
る
。
本
資
料
は
、
こ
の
「
忠
」
と
「
信
」

の
重
要
性
を
説
く
も
の
で
あ
る
。
「
忠
」
に
つ
い
て
は
、
「
誠
ら

か
く

ず
周
さ
ざ
る
は
、
忠
の
至
り
な
り
」
「
忠
人
は
識
る
こ
と
亡
し
」
「
至

忠
は
誤
る
こ
と
亡
し
」
な
ど
と
説
明
さ
れ
、
「
信
」
に
つ
い
て
は
、

た
く
ら

「
欺
か
ず
智
ま
ざ
る
は
、
信
の
至
り
な
り
」
「
信
人
は
背
か
ず
」
「
至

信
は
背
か
ず
」
な
ど
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
れ
ら
は
、
「
君

子
（
為
政
者
）
」
と
「
民
」
と
の
関
係
に
於
て
、
「
君
子
」
の
側
に

8
．
郭
店
楚
簡
『
忠
信
之
道
』
（
ち
ゅ
う
し
ん
の
み
ち

⑲
李
承
律
「
郭
店
楚
簡
『
唐
虞
之
道
』
の
発
舜
禅
譲
説
の
研
究
」

（
池
田
知
久
編
『
郭
店
楚
簡
儒
教
研
究
』
、
汲
古
書
院
、
二

0
0

三
年
二
月
）

（
湯
浅
邦
弘
）

求
む
べ
き
徳
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
。

行
論
上
、
「
忠
」
「
信
」
は
一
応
区
別
し
て
論
じ
ら
れ
る
が
、
そ

の
内
容
に
大
差
は
な
く
、
一
方
で
は
、
「
忠
信
積
み
て
」
「
忠
信
の

謂
な
り
」
の
よ
う
に
一
括
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
、
明
確
に
分
化
し

て
は
い
な
い
。
要
す
る
に
、
「
忠
信
」
が
君
子
の
要
件
と
し
て
重
視

さ
れ
て
お
り
、
こ
の
点
は
、
『
論
語
』
と
の
類
似
点
と
し
て
注
目
さ

れ
る
。
『
論
語
』
で
は
、
「
（
君
子
）
主
忠
信
」
（
学
而
•
子
竿
•
顔

淵
篇
）
、
「
子
以
四
教
、
文
、
行
、
忠
、
信
」
（
述
而
篇
）
、
「
子
張

問
行
。
子
日
、
言
忠
信
、
行
篤
敬
、
雖
蟄
栢
之
邦
行
突
。
言
不
忠

信
、
行
不
篤
敬
、
雖
州
里
行
乎
哉
」
（
衛
霊
公
篇
）
な
ど
と
、
た
び

た
び
「
忠
信
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
重
視
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
「
忠
」
「
信
」
に
つ
い
て
は
、
郭
店
楚
簡
の
他
文
献
に
も
見

え
て
お
り
、
儒
家
思
想
の
中
で
早
く
か
ら
重
要
視
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
確
認
で
き
る
。
郭
店
楚
簡
『
六
徳
』
で
は
、
「
忠
」
が
臣
の
徳
、

「
信
」
が
婦
の
徳
と
定
義
さ
れ
、
『
魯
穆
公
問
子
思
』
で
は
、
君
主

へ
の
諫
諄
を
特
色
と
し
た
「
忠
」
臣
像
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
は
、
『
論
語
』
に
見
え
る
よ
う
な
「
ま
ご
こ
ろ
」
と
し
て
の
「
忠

信
」
観
念
を
、
政
治
思
想
と
し
て
明
確
化
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
ろ
う
。
本
資
料
も
、
「
忠
」
「
信
」
の
明
確
化
を
図
っ
て
い
る
と

思
わ
れ
る
が
、
『
六
徳
』
等
に
比
べ
る
と
、
そ
の
「
忠
信
」
観
は
、

な
お
『
論
語
』
の
そ
れ
に
近
い
と
言
え
る
。

た
だ
、
本
資
料
で
は
、
「
至
忠
は
土
の
如
し
」
「
至
信
は
時
の
如
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し
」
「
天
地
に
順
う
と
は
、
忠
信
の
謂
な
り
」
の
よ
う
に
、
「
忠
信
」

が
「
天
地
」
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。
「
忠
信
」
の
根
拠
を
「
天
地
」

に
求
め
る
と
い
う
点
で
、
こ
こ
に
は
、
緩
や
か
で
は
あ
る
が
、
天

人
相
関
の
思
想
が
窺
え
る
。
ま
た
、
「
君
子
」
の
言
動
と
「
忠
信
」

と
の
関
係
に
つ
い
て
論
ず
る
際
に
、
「
忠
は
仁
の
実
な
り
。
信
は
義

の
期
な
り
」
と
、
「
忠
」
「
信
」
を
「
仁
」
「
義
」
に
関
連
づ
け
る

こ
と
に
よ
り
、
「
忠
」
「
信
」
の
普
遍
性
を
強
調
し
て
い
る
点
も
本

資
料
の
特
色
で
あ
る
。

(
3
)
主
要
釈
文
・
注
釈
・
研
究

本
資
料
に
関
す
る
研
究
は
、
そ
の
「
忠
信
」
観
念
が
『
論
語
』

の
継
承
•
発
展
で
あ
る
と
す
る
点
に
於
て
は
、
ほ
ぼ
共
通
し
て
い

る
と
言
え
る
が
、
そ
の
著
者
の
比
定
に
つ
い
て
は
、
多
様
な
見
方

が
提
起
さ
れ
て
い
る
。
摩
名
春
「
郭
店
楚
簡
儒
家
著
作
考
」
は
、

孔
子
の
弟
子
中
、
「
忠
信
」
に
つ
い
て
最
も
多
く
議
論
し
て
い
る
の

は
子
張
で
あ
る
か
ら
、
『
忠
信
之
道
』
は
子
張
が
孔
子
の
説
に
基
づ

い
て
記
し
た
可
能
性
が
高
い
と
す
る
。
李
存
山
「
読
楚
簡
《
忠
信

之
道
》
及
其
他
」
は
、
そ
の
著
者
と
し
て
、
『
孟
子
』
膝
文
公
上
に

登
場
す
る
「
陳
良
氏
の
儒
」
を
想
定
す
る
。
郭
祈
「
郭
店
竹
簡
与

先
秦
哲
学
史
之
重
写
」
は
、
郭
店
楚
簡
の
道
家
系
文
献
と
『
語
叢
』

以
外
は
全
て
子
思
お
よ
び
子
思
門
人
の
作
で
あ
る
と
し
、
本
資
料

は
、
『
五
行
』
『
唐
虞
之
道
』
『
窮
達
以
時
』
等
と
と
も
に
、
子
思

9
．
郭
店
楚
簡
『
成
之
聞
之
』
（
せ
い
し
ぶ
ん
し

①
摩
名
春
「
郭
店
楚
簡
儒
家
著
作
考
」
（
『
孔
子
研
究
』

年
三
期
）

②
李
存
山
「
先
秦
儒
家
的
政
治
倫
理
教
科
書
ー
読
楚
簡
《
忠
信
之

道
》
及
其
他
」
（
『
中
国
文
化
研
究
』
一
九
九
八
年
四
期
）

③
周
鳳
五
「
郭
店
楚
簡
《
忠
信
之
道
》
考
繹
」
（
『
中
国
文
字
』
第

二
十
四
期
、
一
九
九
八
年
十
二
月
）

④
李
存
山
「
読
楚
簡
《
忠
信
之
道
》
及
其
他
」
（
『
中
国
文
化
』
一

九
九
八
年
四
期
、
の
ち
『
中
国
哲
学
』
第
二
十
輯
、
遼
寧
教
育

出
版
社
、
一
九
九
九
年
一
月
）

⑤
顔
世
絃
「
郭
店
楚
簡
浅
釈
」
（
『
張
以
仁
先
生
七
秩
寿
慶
論
文
集

上
冊
』
、
学
生
書
局
、
一
九
九
九
年
一
月
）

⑥
郭
祈
「
郭
店
竹
簡
与
先
秦
哲
学
史
之
重
写
」
（
『
哲
学
動
態
』
一

九
九
九
年
六
期
）

⑦
池
田
知
久
ほ
か
「
『
忠
信
之
道
』
訳
注
」
（
池
田
知
久
編
『
郭
店

楚
簡
儒
教
研
究
』
、
汲
古
書
院
、
二

0
0
三
二
月
）（
湯
浅
邦
弘
）

一
九
九
八

の
著
作
（
一
部
に
そ
の
門
人
の
著
作
を
含
む
可
能
性
あ
り
）
と
推

定
す
る
。
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(
1
)
書
誌
情
報

竹
簡
四

0
枚
。
両
端
は
梯
形
。
簡
長
三
ニ
・
五
。
編
餞
両
道
。

編
綾
間
一
七
•
五
。
『
性
自
命
出
』
『
六
徳
』
『
尊
徳
義
』
と
同
類

の
竹
簡
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
字
体
も
近
い
。
原
題
は
な
く
、
題

名
は
第
一
簡
冒
頭
の
四
字
を
と
っ
た
仮
称
で
あ
る
。
但
し
、
本
資

料
の
篇
の
ま
と
ま
り
や
篇
名
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
る
。
郭
祈
は
、

仮
称
を
「
天
降
大
常
」
に
改
め
、
釈
文
の
竹
簡
配
列
を
大
幅
に
入

れ
替
え
た
上
で
、
本
篇
を
全
九
章
に
再
編
し
、
冒
頭
の
「
成
之
」

は
第
三
〇
簡
「
是
以
君
子
貴
」
に
接
続
す
る
と
推
測
す
る
。
ま
た

「
成
（
誠
）
之
」
は
『
中
庸
』
の
重
要
概
念
で
、
『
中
庸
』
第
二
五

章
の
「
君
子
誠
之
為
貴
」
と
符
合
す
る
と
し
、
作
者
は
、
子
思
の

後
学
、
孟
子
の
先
翡
で
あ
り
、
文
中
の
「
君
子
」
と
は
子
思
を
指

す
と
説
く
。
摩
名
春
は
、
内
容
に
基
づ
い
て
仮
称
を
「
求
己
」
に

改
め
、
首
句
の
「
成
之
聞
之
」
の
内
、
「
成
之
」
は
人
名
で
「
聞
之
」

の
主
語
（
孔
子
の
高
弟
の
県
成
か
）
で
あ
る
と
す
る
。
李
零
は
、

「
成
」
を
作
者
名
と
し
、
竹
簡
の
配
列
を
入
れ
替
え
る
。
渡
遜
大

も
、
冒
頭
の
「
成
」
を
人
名
と
し
た
上
で
、
「
成
の
聞
く
と
こ
ろ
に

よ
れ
ば
」
と
訳
す
。

(
2
)
内
容
と
研
究
概
況

『
中
庸
』
は
人
の
「
性
」
に
つ
い
て
、
「
天
の
命
ず
る
之
を
性
と

謂
い
、
性
に
率
う
之
を
道
と
謂
い
、
道
を
脩
む
る
之
を
教
と
謂
う
」

と
説
き
、
『
孟
子
』
は
君
子
の
「
心
」
に
つ
い
て
、
「
身
に
反
み
て

こ
れ

誠
あ
ら
ば
、
楽
し
み
焉
よ
り
大
な
る
は
莫
し
。
」
（
尽
心
上
）
、
「
君

か

え

り

こ

れ

お

の

れ

か

え

り

子
は
必
ず
自
ら
反
み
る
な
り
」
（
離
婁
下
）
、
「
諸
を
己
に
反
み
求

む
る
の
み
」
（
公
孫
丑
上
他
）
、
「
其
の
放
心
を
求
む
る
の
み
」
（
告

子
上
）
な
ど
と
述
べ
る
。
本
資
料
は
、
こ
れ
ら
に
類
似
す
る
「
性
」

「
心
」
「
反
求
」
の
問
題
を
説
く
も
の
で
あ
る
。

本
資
料
の
竹
簡
配
列
に
つ
い
て
は
、
既
に
修
正
案
も
提
起
さ
れ

て
お
り
、
再
考
の
余
地
も
残
る
が
、
原
釈
文
の
竹
簡
配
列
に
沿
っ

て
、
そ
の
概
要
を
記
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

ま
ず
本
資
料
は
、
「
君
子
（
為
政
者
）
」
と
「
民
」
と
の
関
係
に

お
い
て
、
君
子
の
側
が
ま
ず
自
己
の
内
面
を
充
実
さ
せ
る
べ
き
こ

と
を
説
く
。
特
に
、
民
を
「
教
化
」
す
る
場
合
、
君
子
の
側
が
強

圧
的
態
度
を
取
ら
ず
、
段
階
を
追
っ
て
民
を
善
導
す
べ
き
こ
と
、

ま
た
そ
の
際
、
君
子
が
言
葉
の
上
だ
け
で
は
な
く
、
率
先
し
て
自

ら
の
内
面
に
徳
を
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
刑
罰
の
乱
用

は
為
政
者
が
善
を
具
備
し
て
い
な
い
こ
と
の
指
標
と
な
る
こ
と
、

な
ど
を
説
く
。
ま
た
、
そ
れ
に
関
連
し
て
、
君
子
が
民
に
率
先
し

て
、
自
己
の
内
面
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
「
本
」
、
外
形
や
言
語
を

「
末
」
と
し
た
上
で
、
内
面
を
反
映
し
な
い
偽
装
さ
れ
た
外
形
や
、

た
だ
口
当
た
り
の
良
い
だ
け
の
空
疎
な
言
葉
を
批
判
す
る
。
君
子

の
「
言
」
は
、
そ
れ
が
「
反
本
（
根
本
の
追
究
・
反
省
）
」
に
裏
付
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け
ら
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
、
言
葉
で
民
に
強
制
し
て
も
容
れ
ら

れ
な
い
と
言
う
の
で
あ
る
。
総
じ
て
、
民
の
教
化
を
慎
重
に
行
え

と
の
主
張
が
続
く
。
特
に
、
為
政
者
側
が
示
し
た
価
値
観
「
智
」

「
福
」
「
貴
」
が
民
の
側
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
を
強
調
し
、

為
政
者
と
民
と
の
距
離
が
遠
く
な
る
こ
と
を
否
定
す
る
点
は
、
大

き
な
特
色
で
あ
る
。

更
に
思
想
史
的
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
本
資
料
に
於
け
る
「
聖

人
の
性
」
と
「
中
人
の
性
」
と
の
対
比
で
あ
る
。
「
性
」
説
は
先
秦

儒
家
の
主
要
な
思
想
的
課
題
の
―
つ
で
あ
っ
た
が
、
本
資
料
で
は
、

聖
人
と
中
人
の
間
に
本
来
的
な
区
別
は
な
く
、
聖
人
も
修
養
の
過

程
に
於
て
は
、
自
己
努
力
が
必
要
で
あ
る
と
説
く
。
し
か
し
聖
人

と
し
て
の
徳
を
成
就
し
た
後
に
は
、
民
の
性
と
の
間
に
は
歴
然
と

し
た
格
差
が
生
ず
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
儒
家
に
於
け
る

性
説
の
展
開
を
考
え
る
際
、
極
め
て
重
要
な
資
料
と
な
ろ
う
。

ま
た
、
本
資
料
で
は
、
君
子
と
小
人
と
が
対
比
さ
れ
、
そ
の
差

は
、
天
の
「
大
常
」
や
「
天
徳
」
「
天
心
」
に
従
う
か
否
か
で
あ
る

と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
天
の
降
し
た
「
大
常
」
を
基
に
人
倫
形
成

を
進
め
る
べ
き
こ
と
が
説
か
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
、
『
中

庸
』
や
『
大
学
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
天
人
関
係
の
構
図
が
窺
え

る
。
こ
う
し
た
構
固
は
郭
店
楚
簡
『
性
自
命
出
』
、
上
博
楚
簡
『
性

情
論
』
に
も
窺
う
こ
と
が
で
き
、
儒
家
思
想
史
研
究
の
上
で
注
目

さ
れ
る
。

な
お
、
こ
の
部
分
を
『
成
之
聞
之
』
の
冒
頭
と
す
る
意
見
が
あ

る
が
、
そ
れ
は
、
か
か
る
天
人
関
係
を
本
篇
の
綱
要
で
あ
る
と
考

え
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
逆
に
、
冒
頭
か
ら
論
述
さ
れ
て
き

た
、
「
君
子
」
に
求
め
ら
れ
る
べ
き
規
範
・
道
徳
が
、
実
は
「
天
」

に
由
来
す
る
こ
と
を
こ
こ
に
至
っ
て
最
終
的
に
説
い
た
と
考
え
る

こ
と
も
で
き
、
竹
簡
配
列
に
つ
い
て
は
、
な
お
慎
重
な
考
察
を
要

す
る
で
あ
ろ
う
。

(
3
)
主
要
釈
文
・
注
釈
・
研
究

本
資
料
の
思
想
史
的
位
置
を
推
測
す
る
重
要
な
手
が
か
り
は
、

そ
の
「
性
」
説
で
あ
ろ
う
。
磨
名
春
は
、
本
資
料
の
性
説
が
、
孟

子
の
性
善
説
と
は
異
な
り
、
「
性
相
近
、
習
相
遠
」
と
す
る
孔
子
に

近
く
、
一
方
、
後
天
的
に
聖
人
と
一
般
人
と
の
区
別
が
生
ず
る
と

考
え
る
点
は
、
荀
子
に
近
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。
ま
た
、
陳
寧
は
、

本
資
料
が
人
性
の
同
一
性
を
強
く
主
張
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
、

同
様
の
傾
向
が
郭
店
楚
筋
『
性
自
命
出
』
に
も
「
四
海
之
内
其
性

一
也
」
と
見
え
る
こ
と
、
ま
た
、
こ
う
し
た
傾
向
は
孟
子
も
同
様

で
あ
り
、
更
に
『
荀
子
』
も
「
凡
人
之
性
者
、
発
舜
之
興
架
妬
‘

其
性
一
也
。
君
子
之
典
小
人
、
其
性
一
也
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と

な
ど
を
指
摘
す
る
。

儒
家
の
性
説
に
つ
い
て
は
、
『
孟
子
』
の
性
善
説
と
『
荀
子
』
の

性
悪
説
と
が
著
名
で
あ
る
。
た
だ
、
郭
店
楚
簡
に
よ
れ
ば
、
伝
世
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文
献
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
性
説
以
外
に
も
、
先
秦
儒
家
の
中
で
は

様
々
な
性
説
が
早
く
か
ら
唱
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
『
孟

子
』
や
『
荀
子
』
の
性
説
も
思
想
史
上
に
突
如
現
れ
た
も
の
で
は

な
く
、
そ
う
し
た
思
想
史
を
受
け
て
形
成
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

本
資
料
と
の
関
係
で
言
え
ば
、
天
に
よ
っ
て
基
本
的
な
素
質
が
保

証
さ
れ
、
そ
れ
故
に
本
来
性
差
は
な
い
と
説
く
点
は
、
『
孟
子
』
の

性
善
説
に
発
展
す
る
可
能
性
を
持
ち
、
他
方
、
自
己
努
力
の
有
無

に
よ
っ
て
後
に
歴
然
と
し
た
格
差
が
生
ず
る
と
説
く
点
は
、
『
荀
子
』

の
性
悪
説
を
導
く
可
能
性
を
秘
め
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

①
郭
祈
「
郭
店
楚
簡
《
成
之
聞
之
》
篇
疏
証
」
（
『
孔
子
研
究
』
一

九
九
八
年
第
三
期
、
の
ち
『
中
国
哲
学
』
第
二
十
輯
、
遼
寧
教

育
出
版
社
、
一
九
九
九
年
一
月
）

②
摩
名
春
「
郭
店
楚
簡
儒
家
著
作
考
」
（
『
孔
子
研
究
』
一
九
九
八

年
三
期
）

③
陳
寧
「
《
郭
店
楚
墓
竹
簡
》
中
的
儒
家
人
性
言
論
初
探
」
（
『
中

国
哲
学
史
』
一
九
九
八
年
四
期
）

④
李
存
山
「
読
楚
簡
《
忠
信
之
道
》
及
其
他
」
（
『
中
国
文
化
』
一

九
九
八
年
四
期
、
の
ち
『
中
国
哲
学
』
第
二
十
輯
、
遼
寧
教
育

出
版
社
、
一
九
九
九
年
一
月
）

⑤
衷
國
華
「
郭
店
楚
簡
文
字
考
釈
十
一
則
」
（
『
中
国
文
字
』
第
二

十
四
期
、
一
九
九
八
年
十
二
月
）

⑥
劉
楽
賢
「
読
郭
店
楚
簡
札
記
三
則
」
（
『
中
国
哲
学
』
第
二
十
輯
‘

遼
寧
教
育
出
版
社
、
一
九
九
九
年
一
月
）

⑦
周
鳳
五
「
郭
店
楚
簡
識
字
札
記
」
（
『
張
以
仁
先
生
七
秩
寿
慶
論

文
集
上
冊
』
、
学
生
書
局
、
一
九
九
九
年
一
月
）

⑧
顔
世
絃
「
郭
店
楚
簡
浅
釈
」
（
『
張
以
仁
先
生
七
秩
寿
慶
論
文
集

上
冊
』
、
学
生
書
局
、
一
九
九
九
年
一
月
）

⑨
呂
紹
綱
「
性
命
説
ー
由
孔
子
到
思
孟
」
（
『
孔
子
研
究
』
一
九
九

九
年
三
期
）

⑩
李
零
「
郭
店
楚
簡
校
読
記
」
（
『
道
家
文
化
研
究
』
第
十
七
輯
‘

一
九
九
九
年
八
月
）

⑪
渡
邊
大
「
郭
店
楚
墓
竹
簡
『
成
之
聞
之
』
訳
註
」
（
『
郭
店
楚
簡

の
思
想
史
的
研
究
』
第
二
巻
、
東
京
大
学
郭
店
楚
簡
研
究
会
編
、

一
九
九
九
年
十
二
月
）

（
湯
浅
邦
弘
）

(
1
)
書
誌
情
報

竹
簡
三
九
枚
。
両
端
は
梯
形
。
簡
長
三
二
•
五
。
編
綾
両
道
、

編
綾
間
一
七
•
五
。
竹
簡
の
形
状
は
『
性
自
命
出
』
『
六
徳
』
『
成

之
聞
之
』
と
同
じ
で
、
字
体
も
似
て
い
る
。
原
題
は
な
く
、
内
容

10
．
郭
店
楚
簡
『
尊
徳
義
』
（
そ
ん
と
く
ぎ
）
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に
基
づ
き
、
文
頭
に
あ
る
「
尊
徳
義
」
を
仮
題
と
し
て
い
る
。
た

だ
し
、
本
資
料
に
つ
い
て
は
竹
簡
の
配
列
に
異
説
が
あ
り
、
定
説

を
見
て
い
な
い
。
そ
の
配
列
順
の
異
論
の
代
表
的
な
も
の
は
以
下

の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
番
号
は
『
郭
店
楚
墓
竹
簡
』
の
配
列

番
号
。

•
李
零
「
郭
店
楚
簡
校
読
記
」
④

[
(
3
)を
参
照
、
以
下
同
°
]

1
S
1
1
2
8
2
9
3
1
s
3
8
1
7
S
2
7
3
0
3
9
 

•
丁
原
植
『
郭
店
楚
簡
儒
家
侠
籍
四
種
繹
析
』
⑧

1
S
1
1
3
0
S
3
9
1
7
S
2
7
1
2
S
1
6
2
8
2
9
 

•
涼
宋
流
・
劉
祖
信
『
郭
店
楚
簡
先
秦
儒
家
侠
書
校
繹
』
⑨

1
2
S
1
6
2
S
1
1
1
7
S
3
9
 

(
2
)
内
容
と
研
究
概
況

『
郭
店
楚
墓
竹
簡
』
の
竹
簡
配
列
に
従
え
ば
、
本
資
料
は
、
冒

頭
に
「
徳
義
を
尊
び
、
民
倫
に
明
ら
か
な
れ
ば
、
以
て
君
為
る
可

し
」
と
あ
り
、
最
後
に
「
凡
そ
民
を
動
か
す
に
は
必
ず
民
心
に
順

う
。
民
心
に
恒
有
り
。
其
の
養
を
求
む
る
に
、
義
を
重
ん
じ
れ
ば

理
に
集
ま
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
首
尾
一
貫
し
て
「
君
」
つ
ま
り

君
主
が
「
民
」
を
ど
う
治
め
る
べ
き
か
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
は
、
中
間
管
理
層
、
大
夫
や
士
な
ど
は
登
場
せ
ず
、
ひ
た

す
ら
「
君
」
対
「
民
」
と
い
う
構
図
に
な
っ
て
い
る
。
大
ま
か
に

『
尊
徳
義
』
を
俯
敵
す
れ
ば
以
上
の
よ
う
に
内
容
を
紹
介
で
き
る

ー

の
だ
が
、
前
述
の
竹
簡
の
配
列
に
異
論
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
細

か
な
論
旨
の
展
開
は
、
わ
か
り
に
く
い
点
が
多
い
。
各
異
論
を
み

て
わ
か
る
よ
う
に
、
配
列
は
全
く
バ
ラ
バ
ラ
に
異
な
っ
て
い
る
わ

け
で
は
な
く
、
た
と
え
ば
第
2
簡

S
第
1
1
簡
の
つ
な
が
り
な
ど
は

異
論
が
な
く
、
あ
る
固
ま
り
に
お
い
て
は
意
味
が
通
じ
る
の
だ
が
、

そ
れ
が
ほ
か
の
固
ま
り
と
ど
う
意
味
的
に
つ
な
が
る
の
か
が
よ
く

わ
か
ら
な
い
の
で
あ
る
。

伝
世
文
献
と
の
共
通
性
と
い
う
点
で
は
、
『
尊
徳
義
』
の
「
刑
不

逮
子
君
子
、
礼
不
逮
干
小
人
」
と
い
う
記
述
が
、
『
礼
記
』
曲
礼
上

の
「
礼
不
下
庶
人
、
刑
不
上
大
夫
」
、
買
誼
『
新
書
』
階
級
篇
の
「
故

古
者
礼
不
及
庶
人
、
刑
不
至
君
子
」
と
い
う
身
分
差
に
応
じ
て
礼

と
刑
を
使
い
分
け
る
考
え
方
に
類
似
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、

そ
の
思
想
内
容
の
共
通
性
も
類
推
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

『
尊
徳
義
』
に
は
「
民
に
君
た
る
者
は
、
民
を
治
む
る
に
礼
に
復

す
れ
ば
、
民
は
害
を
除
き
て
恩
を
知
り
、
之
に
労
め
て
報
い
る
な

り
。
邦
を
為
む
る
に
礼
を
以
て
せ
ざ
れ
ば
、
猶
お
断
人
の
径
亡
き

が
ご
と
し
」
と
あ
る
よ
う
に
、
明
ら
か
に
君
主
が
「
民
」
に
対
し

て
「
礼
」
を
用
い
て
統
治
せ
よ
と
言
う
主
張
が
見
ら
れ
、
身
分
に

応
じ
て
「
礼
」
と
「
刑
」
を
使
い
分
け
る
統
治
論
が
具
体
的
に
展

開
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
「
民
」
に
接
す
る
場
合
に
も
、
「
礼
」

で
臨
ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
姿
勢
に
基
づ
い
て
『
尊
徳
義
』

は
書
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
『
論
語
』
為
政
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篇
の
「
之
を
道
び
く
に
徳
を
以
て
し
、
之
を
斉
う
る
に
礼
を
以
て

す
れ
ば
、
恥
あ
り
て
且
つ
格
し
」
に
相
通
じ
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
前
掲
の
「
刑
不
逮
干
君
子
、
礼
不
逮
千
小
人
」
と
い
う
語
句
も
、

成
句
的
な
言
い
回
し
と
し
て
そ
の
よ
う
な
考
え
方
も
あ
る
が
、
民

を
治
め
る
に
も
や
は
り
「
礼
」
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
文
脈
に
お
い
て
語
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

『
論
語
』
と
の
共
通
性
と
い
う
点
で
は
、
先
に
引
用
し
た
「
民

に
君
た
る
者
は
、
民
を
治
む
る
に
礼
に
復
す
れ
ば
」
と
い
う
言
葉

は
、
『
論
語
』
顔
淵
篇
の
「
己
に
克
ち
て
礼
に
復
す
る
を
仁
と
為
す
。

一
日
己
に
克
ち
て
礼
に
復
す
れ
ば
天
下
仁
に
帰
す
」
を
基
盤
と
し

た
考
え
方
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
『
尊
徳
義
』
の
「
徳
之
流
、

速
乎
置
郵
而
伝
命
」
と
い
う
語
句
が
、
『
孟
子
』
公
孫
丑
篇
で
「
孔

子
日
、
『
徳
之
流
行
、
速
於
置
郵
而
伝
命
』
」
と
「
孔
子
日
」
と
し

て
引
用
さ
れ
た
り
、
「
下
之
事
上
也
、
不
従
其
命
、
而
従
其
所
行
、

上
好
是
物
也
、
下
必
有
甚
焉
者
」
と
い
う
語
句
が
、
『
礼
記
』
細
衣

篇
•
郭
店
楚
簡
「
細
衣
」
・
『
孟
子
』
膝
文
公
上
篇
で
は
、
「
子
日
」

「
孔
子
日
」
と
し
て
引
用
さ
れ
て
お
り
、
孔
子
に
直
結
す
る
記
述

内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
『
尊
徳
義
』
に
あ
る
「
オ
」
の
有

無
と
「
礼
」
を
併
せ
て
説
く
考
え
方
は
荀
子
の
礼
論
に
影
響
を
及

ぼ
し
え
た
で
あ
ろ
う
可
能
性
が
み
と
め
ら
れ
る
。

今
後
の
研
究
課
題
と
し
て
は
、
竹
簡
の
配
列
に
つ
い
て
よ
り
妥

当
性
の
高
い
配
列
を
模
索
す
る
こ
と
が
最
も
要
求
さ
れ
て
い
る
。

一
九
九
八

ま
た
、
『
論
語
』
や
他
書
に
お
け
る
孔
子
言
と
密
接
な
関
係
に
あ
る

語
句
が
多
い
こ
と
か
ら
、
『
尊
徳
義
』
が
、
『
論
語
』
な
ど
に
見
え

る
孔
子
の
統
治
に
関
わ
る
発
言
を
、
君
主
論
・
政
治
論
と
し
て
敷

術
化
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
を
探
る
細
か
い
論
証
作
業
が
必
要

で
あ
ろ
う
。

(
3
)
主
要
釈
文
・
注
釈
・
研
究

①
摩
名
春
「
郭
店
楚
簡
儒
家
著
作
考
」
（
『
孔
子
研
究
』

年
三
期
）

②
周
鳳
五
「
郭
店
楚
簡
識
字
札
記
」
（
『
張
以
仁
先
生
七
秩
寿
慶
論

文
集
上
冊
』
、
学
生
書
局
、
一
九
九
九
年
一
月
）

③
顔
世
絃
「
郭
店
楚
簡
浅
釈
」
（
『
張
以
仁
先
生
七
秩
寿
慶
論
文
集

上
冊
』
、
学
生
書
局
、
一
九
九
九
年
一
月
）

④
李
零
「
郭
店
楚
簡
校
読
記
」
（
『
道
家
文
化
研
究
』
第
十
七
集
、

一
九
九
九
年
）
後
に
『
郭
店
楚
簡
校
読
記
（
増
訂
本
）
』
（
北
京

大
学
出
版
社
、
二

0
0
二
年
三
月
）

⑤
劉
釧
「
讀
郭
店
楚
簡
字
詞
札
記
」
（
『
武
漢
大
学
中
国
文
化
研
究

所
編
『
郭
店
楚
簡
国
際
学
術
研
討
会
論
文
集
』
湖
北
人
民
出
版

社
、
二

0
0
0年
五
月
）
《
初
出
一
九
九
九
年
十
月
》

⑥
陳
明
「
民
本
政
治
的
新
論
証
ー
対
《
尊
徳
義
》
的
一
種
解
読
」

（
『
武
漢
大
学
中
国
文
化
研
究
所
編
『
郭
店
楚
簡
国
際
学
術
研
討

会
論
文
集
』
湖
北
人
民
出
版
社
、
二

0
0
0
年
五
月
）
《
初
出
一
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(
1
)
書
誌
情
報

竹
簡
六
七
枚
。
両
端
は
梯
形
。
簡
長
三
二
•
五
。
編
綾
は
両
道
。

編
綾
間
は
一
七
•
五
。
竹
簡
の
形
制
が
、
同
時
に
出
土
し
た
『
成

之
聞
之
』
『
尊
徳
義
』
『
六
徳
』
と
同
じ
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
ら
の

文
献
は
、
も
と
も
と
合
わ
せ
て
―
つ
の
書
物
と
さ
れ
て
い
た
可
能

性
が
あ
る
。

竹
簡
に
篇
題
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
『
性
自
命
出
』
の
名
は
、
整

理
者
が
文
中
の
語
句
か
ら
付
け
た
仮
称
で
あ
る
。

11
．
郭
店
楚
簡
『
性
自
命
出
』
（
せ
い
じ
め
い
し
ゅ
つ

九
九
九
年
十
月
》

⑦
菅
本
大
二
「
続
・
中
国
古
代
に
お
け
る
「
礼
」
と
強
制
カ
ー
郭

店
楚
簡
『
尊
徳
義
』
を
契
機
と
し
て
ー
」
（
『
梅
花
女
子
大
学
文

学
部
紀
要
日
本
語
・
日
本
文
学
編
』
第
3
3
号
、
一
九
九
九
年
十

二
月
）

⑧
丁
原
植
『
郭
店
楚
簡
儒
家
侠
籍
四
種
繹
析
』
〔
出
土
思
想
文
物
奥

文
献
研
究
叢
書
（
一
）
、
台
湾
古
籍
、
二

0
0
0年
十
二
月
〕

⑨
涼
宋
流
・
劉
祖
信
『
郭
店
楚
簡
先
秦
儒
家
侠
書
校
秤
』
（
出
土
文

献
繹
注
研
析
叢
書
、
萬
巻
楼
、
二

O
O
一
年
二
月
）
（
菅
本
大
二
）

(
2
)
内
容
と
研
究
概
要

儒
家
の
古
侠
文
献
の
一
っ
と
考
え
ら
れ
る
『
性
自
命
出
』
は
、

内
容
的
に
は
、
性
や
情
、
志
な
ど
の
人
間
の
内
面
の
働
き
を
重
視

す
る
傾
向
が
全
体
と
し
て
強
く
認
め
ら
れ
る
。
特
に
冒
頭
部
に
お

い
て
、
文
献
全
体
の
理
論
的
基
盤
と
も
い
え
る
以
下
の
よ
う
な
思

考
が
説
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
人
間
に
は
誰
で
も
性
が
備
わ

っ
て
い
る
が
、
そ
の
心
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
方
向
性
の
定
ま
っ
た

志
が
あ
る
訳
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
人
間
は
も
っ
て
生
ま
れ
た
も

の
だ
け
で
自
動
的
に
必
ず
善
に
赴
く
訳
で
は
な
く
、
善
に
赴
く
た

め
に
は
、
外
界
の
事
象
か
ら
影
瞥
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
。
外
界

の
事
象
は
ま
た
「
性
」
と
し
て
備
わ
る
「
喜
怒
哀
悲
の
気
」
に
作

用
し
、
喜
怒
哀
悲
の
感
情
を
発
動
さ
せ
る
が
、
人
間
と
し
て
の
道

と
い
う
も
の
は
、
そ
も
そ
も
そ
う
し
た
人
間
の
感
情
の
発
露
に
即

し
た
も
の
で
あ
り
、
情
に
そ
の
起
源
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
れ
で
は
、

情
を
生
み
出
す
性
は
そ
も
そ
も
何
に
由
来
す
る
の
か
と
い
え
ば
、

「
性
は
命
よ
り
生
じ
、
命
は
天
よ
り
降
る
」
、
つ
ま
り
性
は
そ
も
そ

も
天
の
命
に
由
来
す
る
の
で
あ
り
、
人
間
が
善
行
を
な
す
究
極
的

な
根
源
は
天
に
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
『
性
自
命
出
』
の
冒
頭
部
で
は
、
人
間
の
道
徳
的

行
為
の
根
源
を
性
を
介
し
て
天
に
求
め
つ
つ
、
性
に
外
界
の
物
か

ら
の
働
き
か
け
が
加
わ
っ
て
こ
そ
、
始
め
て
人
間
は
善
に
赴
く
こ
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と
が
出
来
る
こ
と
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
思
考
を
基
盤

と
し
つ
つ
、
以
下
に
続
く
部
分
で
は
、
詩
・
書
・
礼
•
楽
は
い
ず

れ
も
人
間
の
作
為
に
よ
っ
て
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
音
楽

は
人
間
の
内
面
に
大
き
く
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て

人
を
教
化
す
る
作
用
が
あ
る
こ
と
、
教
化
と
は
人
間
の
内
面
に
徳

を
生
じ
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
実
に
多
く
の
こ
と
に

つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
但
し
、
文
献
全
体
と
し
て
の
論
理
的

展
開
は
さ
ほ
ど
明
確
に
は
認
め
ら
れ
な
い
。

『
性
自
命
出
』
冒
頭
部
の
、
性
が
天
の
命
に
由
来
す
る
と
の
思

考
は
、
『
礼
記
』
中
庸
篇
の
冒
頭
「
天
の
命
ず
る
、
之
を
性
と
謂
ふ
。
」

の
意
味
す
る
と
こ
ろ
と
共
通
し
て
い
る
。
ま
た
『
性
自
命
出
』
で

は
「
道
は
情
に
始
ま
り
、
情
は
性
に
生
ず
」
と
も
説
か
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
も
中
庸
篇
の
「
性
に
率
う
、
之
を
道
と
謂
ふ
」
の
意
味

す
る
と
こ
ろ
と
類
似
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
『
性
自
命

出
』
の
性
説
と
『
礼
記
』
中
庸
篇
の
性
説
と
は
、
そ
の
思
想
的
基

盤
が
共
通
し
て
い
る
と
見
ら
れ
、
中
庸
篇
も
戦
国
中
期
に
は
既
に

成
立
し
て
い
た
可
能
性
が
高
く
、
両
文
献
は
と
も
に
子
思
学
派
に

よ
っ
て
成
立
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
も
と
よ
り
、
現
時

点
で
は
中
庸
篇
が
戦
国
中
期
ま
で
に
成
立
し
て
い
た
こ
と
を
示
す

直
接
的
な
資
料
は
得
ら
れ
て
い
な
い
が
、
郭
店
楚
簡
及
び
上
博
楚

簡
中
に
『
礼
記
』
細
衣
篇
と
ほ
ぼ
同
じ
『
細
衣
』
が
、
ま
た
上
博

楚
簡
に
『
礼
記
』
孔
子
間
居
篇
と
ほ
ぼ
同
じ
『
民
之
父
母
』
が
含

ま
れ
て
い
た
こ
と
も
、
そ
の
傍
証
と
な
ろ
う
。

な
お
、
上
博
楚
簡
に
は
『
性
自
命
出
』
と
内
容
が
ほ
ぼ
重
複
す

る
『
性
情
論
』
が
含
ま
れ
て
い
る
。
両
文
献
を
比
較
す
る
と
、
対

応
す
る
文
字
列
の
ブ
ロ
ッ
ク
の
序
列
が
異
な
っ
て
お
り
、
ま
た
字

句
の
異
同
も
存
在
す
る
。
こ
の
た
め
、
両
文
献
は
基
本
的
に
同
一

の
文
献
で
は
あ
る
も
の
の
、
異
な
る
系
統
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
ほ
ぼ
同
時
期
に
複
数
の
テ
キ
ス
ト
が
存
在
し
た
こ

と
か
ら
見
て
、
両
文
献
の
原
本
の
成
立
は
か
な
り
さ
か
の
ぼ
り
得

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

『
性
自
命
出
』
と
『
性
情
論
』
と
の
間
で
、
対
応
す
る
文
字
列

の
プ
ロ
ッ
ク
の
序
列
が
異
な
っ
て
い
る
現
象
は
、
単
純
な
錯
簡
に

よ
っ
て
生
じ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
様
々
な
相
違
の
見
ら
れ
る

二
種
類
の
テ
キ
ス
ト
が
生
じ
た
直
接
の
原
因
は
不
明
で
あ
る
が
、

お
そ
ら
く
こ
の
問
題
は
文
献
全
体
の
構
成
と
関
わ
っ
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
こ
の
二
つ
の
文
献
に
は
、
先
に
も
触
れ
た
通
り
、
仁
や

義
、
詩
・
書
・
礼
•
楽
、
聖
人
や
君
子
な
ど
、
様
々
な
儒
家
の
概

念
に
つ
い
て
述
べ
た
文
章
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
全
体
を
緊
密
に

結
び
つ
け
る
論
理
的
展
開
が
あ
る
と
い
う
訳
で
は
な
い
。
そ
れ
ぞ

れ
の
内
容
は
無
関
係
で
は
な
い
が
、
い
わ
ば
羅
列
さ
れ
る
形
に
な

っ
て
い
る
た
め
、
叙
述
の
順
序
が
異
な
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
文

献
全
体
と
し
て
の
内
容
に
は
ほ
と
ん
ど
影
響
が
無
い
と
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
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お
よ
そ
出
土
文
献
の
中
に
は
、
伝
世
の
文
献
と
の
間
に
様
々
な

字
句
の
異
同
が
見
ら
れ
る
も
の
が
少
な
く
な
い
。
ま
た
文
字
列
の

序
列
や
篇
の
序
列
と
い
っ
た
点
で
も
し
ば
し
ば
違
い
が
見
ら
れ
る
。

馬
王
堆
漢
墓
吊
書
の
『
老
子
』
甲
•
乙
本
、
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
の

十
三
篇
『
孫
子
』
、
更
に
郭
店
楚
簡
や
上
博
楚
簡
の
『
細
衣
』
な
ど

に
つ
い
て
、
伝
世
の
テ
キ
ス
ト
と
の
間
に
そ
う
し
た
相
違
が
見
ら

れ
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
ま
た
出
土
文
献
同
士
で
も
、

馬
王
堆
吊
書
の
『
五
行
篇
』
と
郭
店
楚
簡
『
五
行
』
と
の
間
で
は
、

一
部
文
字
列
の
序
列
が
相
違
し
て
い
た
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、
結
局
は
同
一
の
文
献
で
あ
る
『
性

自
命
出
』
と
『
性
情
論
』
と
の
間
に
様
々
な
相
違
が
見
ら
れ
る
こ

と
は
、
決
し
て
特
異
な
現
象
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
戦
国
期
か

ら
秦
漢
に
か
け
て
は
、
或
る
文
献
が
、
文
字
列
の
序
列
な
ど
が
相

違
す
る
異
な
る
テ
キ
ス
ト
と
し
て
同
時
に
通
行
す
る
こ
と
は
、
む

し
ろ
当
然
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
当
時
の
文
献
の
あ
り
方
は
そ
う

し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
『
性
自
命
出
』
簡
3
4
.
3
5
に
は
、
「
喜
」
と
「
憔
」
と
い

う
二
つ
の
感
情
に
関
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
人
間
の
内
面
に
生
じ
て

か
ら
「
喜
の
終
り
」
「
憔
の
終
り
」
に
至
る
ま
で
が
説
か
れ
て
お
り
、

『
礼
記
』
檀
弓
下
篇
の
一
部
と
類
似
し
て
い
る
。
但
し
、
簡
3
5
の

ほ
ぼ
中
央
に
記
さ
れ
た
墨
鉤
か
ら
竹
簡
の
下
端
に
か
け
て
は
文
字

が
記
さ
れ
て
い
な
い
空
白
部
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
二

つ
の
竹
簡
に
記
さ
れ
て
い
る
文
字
列
は
、
上
博
楚
簡
『
性
情
論
』

に
は
含
ま
れ
て
は
い
な
い
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
部
分
に

つ
い
て
は
、
本
来
『
性
自
命
出
』
と
は
異
な
る
文
献
の
一
部
で
あ

っ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

(
3
)
主
要
釈
文
・
注
釈
・
研
究

①
井
ノ
ロ
哲
也
「
郭
店
楚
墓
竹
簡
『
督
自
命
出
』
訳
注
」
（
『
郭
店

楚
簡
，
の
思
想
史
的
研
究
第
二
巻
』
東
京
大
学
郭
店
楚
簡
研
究

会
、
一
九
九
九
年
）

②
丁
四
新
『
郭
店
楚
墓
竹
簡
思
想
研
究
』
（
東
方
出
版
社
、
二

0
0

0
年）

③
末
永
高
康
「
『
礼
記
』
中
庸
篇
の
「
誠
」
の
説
に
つ
い
て
」
（
小

南
一
郎
編
『
中
国
の
礼
制
と
礼
学
』
朋
友
書
店
、
二

0
0
一
年
）

④
郭
祈
『
郭
店
楚
簡
与
先
秦
学
術
思
想
』
（
上
海
教
育
出
版
社
、
ニ

0
0
一
年
）

⑤
涼
宗
流
・
劉
祖
信
『
郭
店
楚
簡
先
秦
儒
家
侠
書
校
釈
』
（
万
巻
楼

図
書
有
限
公
司
、
二

O
O
一
年
）

⑥
摩
名
春
『
新
出
楚
簡
試
論
』
（
台
湾
古
籍
出
版
有
限
公
司
、
二

O

〇
一
年
）

⑦
池
田
知
久
「
郭
店
楚
簡
『
督
自
命
出
』
に
お
け
る
「
道
の
四
術
」
」

（
『
郭
店
楚
簡
の
思
想
史
的
研
究
第
五
巻
』
「
古
典
学
の
再
構

築
」
東
京
大
学
郭
店
楚
簡
研
究
会
、
二

0
0
一
年
）
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(
1
)

書
誌
情
報

竹
簡
四
九
枚
。
両
端
は
梯
形
。
簡
長
三
二
•
五
。
編
綾
両
道
。

編
錢
間
一
七
•
五
。
『
性
自
命
出
』
『
成
之
聞
之
』
『
尊
徳
義
』
と

同
類
の
竹
簡
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
字
体
も
近
い
。
原
題
は
な
く
、

題
名
は
内
容
に
基
づ
く
仮
称
で
あ
る
。

(
2
)
内
容
と
研
究
概
況

郭
店
楚
簡
『
六
徳
』
は
、
儒
家
思
想
形
成
史
を
考
究
す
る
上
で

12
．
郭
店
楚
簡
『
六
徳
』
（
り
く
と
く

⑧
李
零
『
郭
店
楚
簡
校
読
記
（
増
訂
本
）
』
（
北
京
大
学
出
版
社
、

二
0
0
二
年
）

⑨
李
零
『
上
博
楚
簡
三
篇
校
読
記
』
（
万
巻
楼
図
書
有
限
公
司
、
一

0
0
二
年
）

⑩
丁
原
植
『
楚
簡
儒
家
性
情
説
研
究
』
（
万
巻
楼
図
書
有
限
公
司
、

二
0
0
二
年
）

⑪
打
越
龍
也
他
「
郭
店
楚
墓
竹
簡
『
借
自
命
出
』
訳
注
（
そ
の
一
）
」

（
『
郭
店
楚
簡
の
研
究
（
四
）
』
大
東
文
化
大
学
郭
店
楚
簡
研
究

班
、
二

0
0
二
年
）

（
竹
田
健
二
）

極
め
て
重
要
な
資
料
で
あ
る
。
「
聖
、
智
、
仁
、
義
、
忠
、
信
」
が

「
六
徳
」
と
総
称
さ
れ
、
ま
た
こ
れ
に
「
詩
、
書
、
礼
、
楽
、
易
、

春
秋
」
の
六
書
が
対
応
す
る
と
説
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
ず
、
前
半
部
で
は
、
聖
、
智
、
仁
、
義
、
忠
、
信
を
「
六
徳
」

と
し
、
「
六
徳
」
と
「
六
位
（
父
・
夫
・
子
・
君
・
臣
・
婦
）
」
「
六

職
（
教
・
使
・
受
．
率
．
事
・
従
）
」
と
の
関
係
が
説
か
れ
る
な
ど
、

「
六
徳
」
の
組
み
合
わ
せ
や
そ
の
内
訳
の
解
説
が
な
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
後
半
部
で
は
、
「
内
」
「
外
」
と
い
う
新
た
な
基
準

を
持
ち
出
し
て
「
六
徳
」
の
解
説
を
進
め
る
。
即
ち
、
前
半
部
に

は
見
ら
れ
な
か
っ
た
「
内
」
「
外
」
の
場
を
設
定
し
、
血
縁
的
・
共

同
体
的
論
理
の
場
で
あ
る
「
内
」
を
ま
ず
重
視
し
、
そ
れ
を
「
外
」

に
も
適
用
し
て
い
く
と
い
う
、
「
内
」
か
ら
「
外
」
へ
の
方
向
性
を

示
し
た
後
、
そ
れ
ら
を
貫
通
す
る
根
本
原
理
と
し
て
「
孝
」
の
重

要
性
を
説
く
の
で
あ
る
。
こ
の
前
半
部
と
後
半
部
に
つ
い
て
は
、

異
な
る
二
つ
の
説
明
原
理
が
混
在
し
て
い
る
と
の
指
摘
も
あ
る
が
、

そ
の
よ
う
に
見
え
る
の
は
、
本
資
料
が
前
半
の
「
六
徳
」
を
、
「
内

外
」
概
念
お
よ
び
「
孝
」
を
援
用
し
て
解
説
し
よ
う
と
し
て
い
る

か
ら
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
本
篇
に
登
場
す
る
「
君
子
」
を
、
理
念
型
と
し
て
理
解

す
べ
き
な
の
か
、
そ
れ
と
も
具
体
的
な
人
物
を
意
味
し
て
い
る
と

考
え
る
べ
き
な
の
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
「
子
思
」
を
指
し
て

い
る
と
の
意
見
が
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
郭
店
楚
簡
全
体
が
子
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思
学
派
の
著
作
で
あ
る
と
の
判
断
に
基
づ
く
仮
説
に
過
ぎ
ず
、
本

資
料
の
内
部
に
具
体
的
な
根
拠
が
あ
る
訳
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
、

こ
の
「
君
子
」
が
「
六
位
」
の
外
側
に
位
置
す
る
存
在
で
、
か
つ
、

「
君
子
」
の
「
立
身
」
が
説
か
れ
、
し
か
も
、
六
徳
と
「
詩
書
礼

楽
易
春
秋
」
と
の
密
接
な
関
係
が
説
か
れ
て
い
る
、
な
ど
の
諸
点

に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
を
勘
案
す
れ
ば
、
こ
の
「
君

子
」
が
孔
子
を
意
味
し
て
い
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
と
思
わ

れ
る
。
つ
ま
り
、
『
六
徳
』
の
執
筆
意
図
は
、
単
な
る
徳
目
の
分
類
・

整
理
や
「
内
」
の
優
位
の
主
張
の
み
で
は
な
く
、
こ
の
世
界
に
「
六

徳
」
を
確
立
し
た
「
君
子
」
の
顕
彰
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

推
測
さ
れ
る
。

更
に
、
「
詩
、
書
、
礼
、
楽
、
易
、
春
秋
」
の
六
書
が
「
六
徳
」

に
比
定
さ
れ
つ
つ
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
六
書
が
「
経
」

の
名
を
持
っ
て
い
た
か
否
か
は
別
に
し
て
、
儒
家
に
と
っ
て
既
に

重
要
な
位
置
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
従
来
、
六
経
の

成
立
は
、
早
く
て
も
秦
漢
の
際
と
す
る
の
が
通
説
で
あ
っ
た
。
し

か
し
本
資
料
に
於
け
る
六
書
の
存
在
や
、
郭
店
楚
簡
•
上
博
楚
簡

『
細
衣
』
（
『
礼
記
』
細
衣
篇
に
相
当
）
、
更
に
は
、
上
博
楚
簡
『
周

易
』
お
よ
び
『
民
之
父
母
』
（
『
礼
記
』
孔
子
間
居
篇
に
相
当
）
な

ど
の
発
見
は
、
そ
う
し
た
通
説
に
根
本
的
な
再
考
を
迫
っ
て
い
る

と
言
え
る
。

な
お
、
『
六
徳
』
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、
「
仁
」
を
「
子
徳
」

と
す
る
定
義
が
特
殊
で
あ
る
こ
と
や
、
「
詩
書
礼
楽
易
春
秋
」
の
語

が
見
ら
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
『
荀
子
』
以
降
の
成
立
と
す
る
見
方

も
あ
る
。
た
だ
そ
れ
は
、
伝
世
資
料
や
六
経
の
成
立
に
関
す
る
通

説
を
前
提
に
し
た
見
解
で
あ
り
、
郭
店
楚
墓
の
墓
葬
年
代
（
考
古

学
的
な
定
説
で
は
、
紀
元
前
三

0
0
年
頃
）
を
基
に
す
れ
ば
、
認

め
が
た
い
推
論
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
『
忠
信
之
道
』
『
尊
徳
義
』

『
性
自
命
出
』
に
も
見
え
る
「
忠
信
」
概
念
が
、
『
論
語
』
に
於
け

る
「
ま
ご
こ
ろ
」
と
し
て
の
意
味
を
ほ
ぼ
継
承
し
て
い
る
の
に
対

し
、
本
資
料
の
「
忠
信
」
は
「
六
位
」
「
内
外
」
「
孝
」
と
の
関
係

か
ら
種
々
の
定
義
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
点
の
み
を
重

視
す
れ
ば
、
郭
店
楚
簡
の
他
の
儒
家
系
文
献
よ
り
や
や
後
出
で
あ

る
可
能
性
も
残
る
が
、
『
荀
子
』
以
降
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
思
想

史
的
な
必
然
性
は
見
い
だ
せ
な
い
。
ま
た
、
「
仁
内
義
外
」
を
説
く

点
を
勘
案
す
れ
ば
、
『
孟
子
』
と
の
密
接
な
関
係
も
想
定
し
づ
ら
く
、

む
し
ろ
、
『
論
語
』
『
孝
経
』
な
ど
と
の
類
縁
性
が
注
目
さ
れ
る
。

特
に
、
本
資
料
後
半
部
に
『
孝
経
』
的
論
理
が
窺
え
る
点
は
重
要

で
あ
ろ
う
。

郭
店
楚
簡
の
発
見
は
、
中
国
古
代
思
想
史
研
究
に
大
き
な
衝
撃

を
与
え
て
い
る
が
、
と
り
わ
け
本
資
料
は
、
六
経
の
成
立
と
い
う

観
点
か
ら
通
説
に
与
え
る
影
智
が
甚
大
で
あ
る
。
現
時
点
で
は
、

従
来
の
研
究
や
通
説
を
不
動
の
尺
度
と
し
た
上
で
、
新
出
資
料
を

そ
の
中
に
当
て
嵌
め
よ
う
と
す
る
強
引
な
考
察
も
ま
ま
見
受
け
ら
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一
九
九
八

れ
る
が
、
今
後
は
、
伝
世
文
献
と
新
出
資
料
と
を
慎
重
に
分
析
し

つ
つ
、
む
し
ろ
、
新
出
資
料
の
研
究
成
果
を
基
に
通
説
を
見
直
し

て
い
く
と
い
う
積
極
的
な
姿
勢
が
求
め
ら
れ
る
。

(
3
)
主
要
釈
文
・
注
釈
・
研
究

①
摩
名
春
「
郭
店
楚
簡
儒
家
著
作
考
」
（
『
孔
子
研
究
』

年
三
期
）

②
摩
名
春
「
論
六
経
井
称
的
時
代
兼
及
疑
古
説
的
方
法
論
問
題
」

（
『
孔
子
研
究
』
二

0
0
0年
一
期
）

③
郭
祈
「
郭
店
竹
簡
与
先
秦
哲
学
史
之
重
写
」
（
『
哲
学
動
態
』
一

九
九
九
年
六
期
）

④
張
立
文
「
略
論
郭
店
楚
簡
的
「
仁
義
」
思
想
」
（
『
孔
子
研
究
』

一
九
九
九
年
一
期
）
、
同
「
郭
店
楚
簡
与
儒
家
的
仁
義
之
辣
」
（
『
斉

魯
学
刊
』
一
九
九
九
年
五
期
）

⑤
彰
林
「
再
論
郭
店
簡
《
六
徳
》
「
為
父
絶
君
」
及
相
関
問
題
」
（
『
中

国
哲
学
史
』
二

0
0
一
年
二
期
）

⑥
魏
啓
鵬
「
釈
《
六
徳
》
「
為
父
絶
君
」
」
（
『
中
国
哲
学
史
』
二

O

0
一
年
二
期
）

⑦
影
林
「
《
六
徳
》
束
釈
」
（
『
簡
吊
研
究
二

O
O
-
』
、
二

0
0
1

年
九
月
）

⑧
湯
浅
邦
弘
「
郭
店
楚
簡
『
六
徳
』
に
つ
い
て
ー
全
体
構
造
と
著

作
意
図
ー
」
（
『
中
国
出
土
資
料
研
究
』
第
六
号
、
二

0
0
二
年

三
月
）
」

（
湯
浅
邦
弘
）

13
．
郭
店
楚
簡
『
語
叢
一
』
『
語
叢
二
』
『
語
叢
三
』
（
ご
そ
う
い

ち
・
に
•
さ
ん
）

郭
店
楚
簡
に
は
、
『
語
叢
一
』
『
語
叢
二
』
『
語
叢
三
』
『
語
叢
四
』

と
仮
称
さ
れ
た
四
篇
の
文
献
が
あ
る
。
こ
れ
ら
が
『
語
叢
』
と
い

う
名
称
で
一
括
さ
れ
た
理
由
と
し
て
、

（
一
）
他
の
郭
店
楚
簡
に
比
べ
て
竹
簡
の
長
さ
が
特
に
短
い
短
簡

に
書
写
さ
れ
て
い
る
。

（
二
）
連
続
し
た
文
章
体
で
は
な
く
、
独
立
し
た
短
文
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
て
い
る
。

と
い
う
、
二
点
の
共
通
性
が
指
摘
さ
れ
る
。

し
か
し
同
時
に
注
意
を
要
す
る
の
は
、
こ
の
四
篇
の
う
ち
『
語

叢
一
』
『
語
叢
二
』
『
語
叢
三
』
と
『
語
叢
四
』
と
は
、
編
線
数
・

容
字
・
字
体
と
い
う
点
で
明
確
に
異
な
り
（
「
郭
店
楚
簡
形
制
一
覧
」

参
照
）
、
内
容
に
つ
い
て
も
前
者
が
儒
家
を
中
心
と
す
る
の
に
対
し
、

後
者
に
は
儒
家
的
な
要
素
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
と
い
う
顕
著

な
相
違
が
存
在
す
る
点
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
語
叢
一
』
『
語

叢
二
』
『
語
叢
三
』
と
『
語
叢
四
』
と
を
『
語
叢
』
と
い
う
名
称
の
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も
と
に
同
列
に
扱
う
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏

ま
え
て
、
本
稿
で
は
ま
ず
『
語
叢
一
』
『
語
叢
二
』
『
語
叢
三
』
に

つ
い
て
解
説
を
加
え
る
。

(
1
)
書
誌
情
報

『
語
叢
一
』
…
簡
長
一
七
・
ニ
ー
一
七
•
四
、
三
道
編
、
簡
端
平

斉
•
簡
数
―
―
二
簡

『
語
叢
二
』
…
簡
長
一
五
・
-
|
―
五
・
ニ
、
三
道
編
、
簡
端
平

斉
・
簡
数
五
四
簡

『
語
叢
三
』
…
簡
長
一
七
・
六
ー
一
七
・
七
、
三
道
編
、
簡
端
平

斉
•
簡
数
七
二
簡

こ
の
他
、
『
郭
店
楚
墓
竹
簡
』
の
図
版
末
尾
に
付
載
さ
れ
た
「
附

竹
簡
残
片
」
に
は
、
二
七
点
の
残
片
の
図
版
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、

字
体
の
分
析
か
ら
、
そ
の
う
ち
の
二

0
点
は
『
語
叢
一
』
『
語
叢
二
』

『
語
叢
三
』
の
残
片
と
見
な
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
三
篇
の
分

析
に
お
い
て
は
、
現
存
の
竹
簡
以
外
に
残
鉄
し
た
簡
が
一
定
量
存

在
す
る
こ
と
を
考
慮
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
2
)
内
容
と
研
究
概
況

『
語
叢
』
三
篇
の
内
容
上
の
特
色
と
し
て
、
多
様
な
思
想
的
言

説
を
含
む
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
各
篇
に
は
、
全
体
を
統
括
す
る
よ

う
な
共
通
し
た
主
題
は
見
い
だ
し
が
た
く
、
一
文
或
い
は
数
文
か

ら
な
る
内
容
的
に
独
立
し
た
短
文
の
集
合
体
と
い
う
性
格
が
看
取

さ
れ
る
。
例
え
ば
、
『
語
叢
二
』
は
全
五
四
簡
の
う
ち
三
七
簡
が
、

・
情
は
性
よ
り
生
じ
、
礼
は
情
よ
り
生
じ
、
厳
は
礼
よ
り
生
じ
、

敬
は
厳
よ
り
生
じ
、
望
は
敬
よ
り
生
じ
、
恥
は
望
よ
り
生
じ
、

う
ら
み
愁
は
恥
よ
り
生
じ
、
廉
は
愁
よ
り
生
じ
、
…
…

(
1ー

4
)

の
よ
う
な
人
間
の
性
情
に
関
わ
る
継
起
形
式
の
構
文
か
ら
な
る
。

こ
れ
ら
は
―
つ
の
纏
ま
り
を
形
成
し
、
分
量
的
に
は
『
語
叢
二
』

の
大
半
を
占
め
る
が
、
同
時
に
少
数
な
が
ら
、

•
吾
が
勢
を
失
う
こ
と
母
け
れ
ば
、
此
に
勢
得
ら
れ
ん
。

(
5
0
)

•
小
忍
び
ざ
れ
ば
、
大
勢
を
敗
る
。

(
5
1
)

の
よ
う
な
、
内
容
的
に
性
説
と
の
関
連
が
見
ら
れ
ず
、
構
文
の
異

な
る
短
文
も
存
在
し
て
お
り
、
性
説
を
中
心
と
す
る
一
貫
し
た
主

題
の
も
と
に
著
作
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

『
語
叢
』
三
篇
の
文
献
的
性
格
に
つ
い
て
は
、
『
語
叢
三
』
の
第

6
4
簡
か
ら
第
7
2
簡
ま
で
の
九
簡
に
見
ら
れ
る
上
下
両
欄
の
書
写
形

式
と
『
墨
子
』
経
上
の
「
讀
此
書
妾
行
」
と
の
関
連
か
ら
こ
の
九

簡
を
「
経
」
と
し
、
そ
れ
に
対
応
す
る
「
説
」
が
『
語
叢
一
』
や

『
語
叢
三
』
に
見
え
る
と
す
る
寵
朴
「
《
語
叢
》
臆
説
」
、
服
虔
『
左

伝
注
』
の
「
古
文
笈
書
、
一
簡
八
字
」
と
『
語
叢
』
三
篇
の
一
簡

の
字
数
と
が
基
本
的
に
合
致
す
る
こ
と
か
ら
、
子
思
学
派
の
経
書

を
注
解
し
た
伝
注
類
と
す
る
周
鳳
五
「
郭
店
竹
簡
的
形
式
特
徴
及

其
分
類
意
義
」
な
ど
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
寵
朴
氏
の
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見
解
に
つ
い
て
は
、
『
語
叢
』
三
篇
の
う
ち
『
語
叢
三
』
の
九
簡
以

外
に
こ
う
し
た
形
式
は
見
ら
れ
ず
、
竹
簡
の
鋏
失
を
考
慮
す
る
と

し
て
も
、
「
経
」
に
あ
た
る
上
下
両
欄
形
式
の
竹
簡
が
少
な
す
ぎ
て
、

『
語
叢
』
三
篇
全
体
を
『
墨
子
』
経
・
説
の
よ
う
な
関
係
で
理
解

す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
点
、
周
鳳
五
氏
の
見
解
に
つ
い
て
は
、

『
語
叢
』
三
篇
に
み
え
る
多
様
な
思
想
内
容
全
体
を
子
思
学
派
と

い
う
枠
組
み
で
と
ら
え
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
『
語
叢
』
が
注
解

す
る
文
献
と
し
て
指
摘
す
る
『
五
行
』
『
性
自
命
出
』
に
つ
い
て
も
、

経
書
ー
伝
注
と
い
う
明
瞭
な
対
応
関
係
を
認
め
難
い
点
な
ど
幾
つ

か
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
る
。

確
か
に
『
語
叢
』
三
篇
に
は
、

．
喪
は
仁
な
り
。
義
は
宜
な
り
。
愛
は
仁
な
り
。
（
『
語
叢
三
』

35ー

37)

の
よ
う
な
、
思
想
用
語
の
解
説
と
見
な
さ
れ
る
例
が
散
見
さ
れ
、

こ
れ
ら
が
注
解
書
的
な
性
格
を
も
っ
た
文
献
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑

い
な
い
。
し
か
し
同
時
に

・
道
に
志
し
、
徳
に
拠
り
、
仁
に
依
り
、
藝
に
遊
ぶ
。
（
『
語
叢

三』

51152)

の
よ
う
な
、
『
論
語
』
述
而
の
「
子
日
く
、
道
に
志
し
、
徳
に
披
り
、

仁
に
依
り
、
藝
に
蒋
ぶ
」
と
合
致
す
る
例
な
ど
も
見
ら
れ
、
一
種

の
金
言
集
的
な
側
面
も
見
い
だ
さ
れ
る
。

一
方
、
思
想
傾
向
と
い
う
点
で
は
、
大
部
分
が
儒
家
的
な
内
容

を
示
す
が
、
一
部
に
は
、

．
凡
そ
物
は
亡
（
無
）
よ
り
生
ず
。
（
『
語
叢
一
』
1
)

•
孝
を
為
さ
ん
と
す
る
は
、
此
れ
孝
に
は
非
ざ
る
な
り
。
弟
を

為
さ
ん
と
す
る
は
、
此
れ
弟
に
は
非
ざ
る
な
り
。
為
す
べ
か

ら
ず
し
て
、
為
さ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
之
を
為
さ
ん
と

す
る
は
、
此
れ
非
な
り
。
為
さ
ざ
る
も
、
此
れ
非
な
り
。
（
『
語

叢
一
』
5
5ー

58)

の
よ
う
に
、
道
家
に
類
し
た
言
説
も
含
ま
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
『
語
叢
』
三
篇
を
単
純
に
儒
家
の
著
作
と
し
て
一
括
す
る
こ
と

に
は
問
題
が
残
る
。

こ
う
し
た
点
を
総
合
的
に
踏
ま
え
れ
ば
、
『
語
叢
』
三
篇
は
儒
家

や
道
家
に
か
か
わ
る
多
様
な
思
想
的
言
説
を
雑
集
し
た
文
献
と
見

な
さ
れ
、
こ
う
し
た
性
格
の
文
献
が
必
要
と
さ
れ
る
場
を
想
定
す

る
な
ら
ば
、
教
学
書
と
み
る
李
学
勤
「
先
秦
儒
家
著
作
的
重
大
発

現
」
の
見
解
が
、
今
の
と
こ
ろ
最
も
穏
当
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

上
述
し
た
よ
う
に
、
『
語
叢
』
三
篇
は
多
様
な
内
容
を
も
つ
独
立

し
た
短
文
か
ら
な
る
た
め
、
郭
店
楚
簡
の
中
で
も
取
り
分
け
内
容

の
把
握
が
困
難
で
あ
り
、
竹
簡
の
排
列
に
つ
い
て
も
、
多
く
の
問

題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
内
容
と
構
文
と
の
間
に
密
接
な

関
連
が
認
め
ら
れ
る
部
分
が
あ
り
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
あ
る

程
度
の
推
定
が
可
能
で
あ
る
。
ま
た
『
語
叢
三
』
に
つ
い
て
は
、

符
号
や
字
体
に
よ
っ
て
竹
簡
が
三
類
に
区
分
さ
れ
、
そ
れ
ら
は
同
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時
に
排
列
上
の
区
分
と
も
対
応
す
る
と
見
な
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

排
列
の
復
原
に
一
定
の
拠
り
所
と
な
る
。
し
か
し
、
全
体
的
な
排

列
•
構
成
に
つ
い
て
は
今
の
と
こ
ろ
復
原
の
手
だ
て
が
な
く
、
不

明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

こ
こ
で
留
意
す
べ
き
は
、
竹
簡
の
排
列
に
は
多
く
の
異
説
が
存

在
す
る
も
の
の
、
『
語
叢
』
三
篇
が
独
立
し
た
短
文
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
研
究
者
の
間
で
ほ
と
ん
ど
異
論
が
見

ら
れ
な
い
点
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
他
の
著
作
と
異
な
り
『
語

叢
』
三
篇
の
場
合
は
個
々
の
短
文
が
独
立
性
を
保
持
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
内
容
を
理
解
す
る
上
で
そ
れ
ら
の
順
序
は
、
あ
ま
り
大

き
な
問
題
と
は
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
逆
に
、
こ
う
し
た
特

色
を
十
分
に
踏
ま
え
る
こ
と
な
く
、
『
語
叢
』
三
篇
を
―
つ
の
体
系

的
な
纏
ま
り
を
も
っ
た
著
作
と
見
な
し
て
特
定
の
作
者
を
想
定
し

た
り
、
各
篇
に
散
在
す
る
複
数
の
短
文
を
安
易
に
結
び
つ
け
て
思

想
内
容
を
論
じ
た
り
す
る
こ
と
は
、
誤
解
を
生
じ
る
危
険
性
が
あ

る。
『
語
叢
』
三
篇
の
中
国
古
代
思
想
史
研
究
上
の
意
義
と
し
て
注
目

さ
れ
る
の
は
、
先
に
挙
げ
た
『
論
語
』
述
而
の
他
に
も
、
以
下
の

よ
う
に
『
論
語
』
子
竿
や
『
礼
記
』
坊
記
、
『
礼
記
』
表
記
な
ど
と

の
合
致
が
認
め
ら
れ
る
点
で
あ
る
。

・
『
語
叢
三
』

(64
上
ー
65
上）

母
意
、
母
固
、
母
我
、
母
必
゜

『
論
語
』
子
竿

子
絶
四
‘
叫
意
、
母
必
、
母
固
、
母
我
。

・
『
語
叢
一
』

(31.97)

證
因
人
之
情
、
而
為
之
節
文
者
也
。

『
礼
記
』
巻
三

0
、
坊
記

子
云
、
小
人
貧
斯
約
、
富
斯
縞
、
約
斯
盗
、
睛
斯
乱
‘
剛
劉
・

因
人
之
情
、
而
為
之
節
文
、
以
為
民
坊
者
也
。

・
『
語
叢
一
』

(77.82.79)

…
…
於
義
、
親
而
不
尊
。
厚
於
義
、
薄
於
仁
、
尊
而
不
親
。

『
礼
記
』
巻
三
二
、
表
記

子
日
、
…
…
厚
於
仁
者
、
薄
於
義
、
親
而
不
尊
。
厚
於
義
者
、

薄
於
仁
、
尊
而
不
親
。

思
想
的
言
説
の
雑
集
と
い
う
『
語
叢
』
三
篇
の
性
格
を
踏
ま
え

る
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
は
当
時
存
在
し
た
著
作
か
ら
の
抄
出
、
あ
る

い
は
そ
れ
を
踏
ま
え
た
引
用
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
、
『
論
語
』
や

『
礼
記
』
の
成
立
時
期
や
成
立
過
程
の
問
題
に
つ
い
て
、
一
定
の

見
通
し
を
与
え
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

例
え
ば
、
李
学
勤
「
『
語
叢
』
与
『
論
語
』
」
は
、
ま
ず
『
語
叢

-
』
と
『
論
語
』
述
而
と
の
合
致
か
ら
、
戦
国
中
期
後
半
の
郭
店

楚
簡
に
『
論
語
』
と
共
通
す
る
引
用
が
見
え
る
こ
と
に
よ
り
、
『
論

語
』
が
早
い
時
期
に
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
確
証
さ
れ
る
と
す
る
。

さ
ら
に
『
語
叢
一
』
と
『
礼
記
』
坊
記
と
の
合
致
か
ら
、
坊
記
は
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(
3
)
主
要
釈
文
・
注
釈
・
研
究

①
荊
門
市
博
物
館
編
『
郭
店
楚
墓
竹
簡
』
（
文
物
出
版
社
、

八
年
五
月
）

一
九
九

戦
国
中
期
末
以
前
に
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
証
明
さ
れ
、
そ
の
坊

記
に
『
論
語
』
学
而
の
文
が
称
引
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
『
論
語
』

が
仲
弓
•
子
夏
と
い
っ
た
孔
子
の
弟
子
た
ち
に
よ
っ
て
撰
述
さ
れ

た
と
い
う
説
は
信
憑
性
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

こ
れ
に
関
連
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
『
語
叢
一
』
に
は
『
礼
記
』

坊
記
と
の
合
致
と
と
も
に
『
礼
記
』
表
記
と
の
合
致
も
見
え
る
点

で
あ
る
。
『
礼
記
』
諸
篇
の
う
ち
、
坊
記
・
中
庸
・
表
記
・
細
衣
の

四
篇
は
い
ず
れ
も
孔
子
の
孫
の
子
思
の
作
と
さ
れ
、
こ
れ
ら
は
も

と
も
と
子
思
お
よ
び
そ
の
後
学
の
手
に
な
る
『
子
思
子
』
に
含
ま

れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
『
語
叢
一
』
に
坊
記
・

表
記
と
合
致
す
る
引
用
が
あ
り
、
細
衣
に
相
当
す
る
著
作
が
郭
店

楚
簡
•
上
博
楚
簡
の
両
者
に
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
坊

記
・
表
記
・
細
衣
の
諸
篇
は
戦
国
中
期
以
前
に
成
立
し
て
い
た
可

能
性
が
高
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま

え
る
な
ら
ば
、
中
庸
に
つ
い
て
も
同
様
な
可
能
性
を
指
摘
す
る
こ

と
が
で
き
、
こ
れ
ら
の
四
篇
が
子
思
お
よ
び
そ
の
後
学
の
手
に
な

る
と
い
う
伝
承
も
か
な
り
高
い
信
憑
性
を
も
つ
こ
と
が
裏
付
け
ら

れ
る
。

②
磨
名
春
「
郭
店
楚
簡
儒
家
著
作
考
」
（
『
孔
子
研
究
』
五
一
、

九
九
八
年
九
月
）

③
李
学
勤
「
先
秦
儒
家
著
作
的
重
大
発
現
」
（
『
郭
店
楚
簡
研
究
（
中

国
哲
学
第
二
十
輯
）
』
所
収
、
一
九
九
九
年
一
月
、
遼
寧
教
育

出
版
社
）

④
寵
朴
「
《
語
叢
》
臆
説
」
（
『
郭
店
楚
簡
研
究
（
中
国
哲
学
第
二

十
輯
）
』
所
収
、
一
九
九
九
年
一
月
、
遼
寧
教
育
出
版
社
）

⑤
周
鳳
五
「
郭
店
竹
簡
的
形
式
特
徴
及
其
分
類
意
義
」
（
『
郭
店
楚

簡
国
際
学
術
研
討
会
論
文
集
』
湖
北
人
民
出
版
社
、
二

0
0
0
 

年
五
月
）

⑥
丁
四
新
『
郭
店
楚
墓
竹
簡
思
想
研
究
』
（
東
方
出
版
社
、
二

0
0

0
年一

0
月
）
第
五
章
「
《
語
叢
》
四
篇
探
析
」

⑦
涼
宗
流
・
劉
祖
信
「
證
生
於
情
」
（
『
郭
店
楚
簡
先
秦
儒
家
侠
書

校
釈
』
萬
巻
楼
図
書
有
限
公
司
、
二

0
0
一
年
二
月
）

⑧
福
田
哲
之
「
郭
店
楚
簡
『
語
叢
三
』
の
再
検
討
ー
竹
簡
の
分
類

と
排
列
ー
」
（
『
集
刊
東
洋
学
』
第
八
六
号
、
二

0
0
一
年
―
―

月）

⑨
福
田
哲
之
「
郭
店
楚
簡
『
語
叢
』
（
一
・
ニ
・
三
）
の
文
献
的
性

格
」
（
『
大
久
保
隆
郎
教
授
退
官
紀
年
論
集
漢
意
と
は
何
か
』

東
方
書
店
、
二

0
0
一
年
―
二
月
）

⑩
李
学
勤
「
『
語
叢
』
与
『
論
語
』
」
（
『
清
華
大
学
思
想
文
化
研
究

所
集
刊
』
第
二
輯
、
二

0
0
二
年
三
月
）
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(
1
)
書
誌
情
報

『
語
叢
四
』
…
簡
長
一
五
・
―
|
―
五
・
ニ
、
両
道
編
、
簡
端
平

斉
、
簡
数
二
七
簡

簡
長
は
『
語
叢
二
』
と
同
じ
で
あ
る
が
、
字
体
・
編
線
数
の
点

で
大
き
く
異
な
る
（
「
郭
店
楚
簡
形
制
一
覧
」
参
照
）
。

(
2
)
内
容
と
研
究
概
況

『
語
叢
四
』
は
『
語
叢
一
』
『
語
叢
二
』
『
語
叢
三
』
と
同
様
、

14
．
郭
店
楚
簡
『
語
叢
四
』
（
ご
そ
う
よ
ん

⑪
李
零
「
増
訂
本
郭
店
楚
簡
校
読
記
」
（
北
京
大
学
出
版
社
、
ニ

0
0
二
年
三
月
、
「
郭
店
楚
簡
校
読
記
」
〈
『
道
家
文
化
研
究

第
十
七
輯
郭
店
楚
簡
専
号
』
生
活
•
読
書
•
新
知
三
聯
書
店
、

一
九
九
九
年
八
月
〉
の
増
訂
本
）

⑫
池
田
知
久
「
『
老
子
』
の
二
種
類
の
「
孝
」
と
郭
店
楚
簡
『
語
叢
』

の
「
孝
」
」
（
『
楚
地
出
土
資
料
と
中
国
古
代
文
化
』
汲
古
書
院
、

二
0
0
二
年
三
月
）

⑬
曹
峰
「
郭
店
楚
簡
『
語
叢
』
一
・
三
両
篇
に
見
え
る
「
名
」
の

研
究
」
（
『
中
国
哲
学
研
究
』
第
一
八
号
、
二

0
0
三
年
三
月
）

（
福
田
哲
之
）

一
定
の
ま
と
ま
り
を
も
つ
短
文
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
竹
簡
の

排
列
に
つ
い
て
『
郭
店
楚
墓
竹
簡
』
は
、
（
一
）
第
1
簡

S
第
3
簡
、

（
二
）
第
四
簡
、
（
三
）
第
5
簡

S
第
7
簡
、
（
四
）
第
8
簡

S
第

9
簡
、
（
五
）
第
1
0
簡

S
第
2
7
簡
の
五
組
に
分
類
す
る
。
さ
ら
に
(
-
)

S
（
四
）
の
各
組
は
文
末
に
小
さ
な
方
形
の
墨
点
が
あ
り
、
墨
点

以
後
は
白
簡
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
（
五
）
は
墨
点
が
見
ら
れ

ず
連
続
し
て
書
写
さ
れ
て
お
り
、
全
体
は
大
き
く
（
一
）

S
（四）

と
（
五
）
と
に
二
分
さ
れ
る
。

『
語
叢
四
』
は
具
体
的
な
喩
え
に
よ
る
諺
言
（
こ
と
わ
ざ
）
や

格
言
を
中
心
に
構
成
さ
れ
、
比
較
的
文
意
の
脈
絡
を
辿
り
や
す
い

こ
と
か
ら
、
（
一
）

S
（
五
）
の
各
組
内
に
お
け
る
竹
簡
の
排
列
に

つ
い
て
は
異
論
が
見
ら
れ
な
い
。

李
零
「
増
訂
本
郭
店
楚
簡
校
読
記
」
は
、
（
一
）

S
（
四
）
を

（
二
）
（
一
）
（
三
）
（
四
）
の
順
に
排
列
し
、
（
五
）
の
内
部
を
八

条
に
分
け
る
。
李
零
氏
が
（
二
）
を
冒
頭
に
移
置
し
た
の
は
、
「
凡

説
之
道
」
と
い
う
書
き
出
し
が
「
談
話
技
巧
」
を
論
じ
た
『
語
叢

四
』
の
冒
頭
に
相
応
し
い
と
判
断
し
た
た
め
と
見
な
さ
れ
る
。
し

か
し
現
時
点
で
は
あ
く
ま
で
も
仮
説
の
域
を
出
ず
、

(
1
)
S
(
5
)

の
各
組
相
互
の
排
列
に
つ
い
て
は
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

上
述
の
よ
う
に
諺
言
や
格
言
を
中
心
と
し
た
内
容
を
も
つ
が
、

「
木
陰
を
利
と
す
る
者
は
、
其
の
枝
を
折
ら
ず
。
其
の
渚
を
利
と

す
る
者
は
、
其
の
渓
を
塞
が
ず
」

(16ー

1
7
)
の
よ
う
に
明
瞭
に
理

(43) 



解
し
得
る
例
は
む
し
ろ
少
な
く
、
文
字
の
釈
読
の
問
題
や
比
喩
の

把
握
の
困
難
さ
な
ど
か
ら
解
釈
が
一
定
せ
ず
、
今
後
の
検
討
に
待

つ
部
分
が
多
い
。

『
語
叢
四
』
の
諺
言
や
格
言
の
な
か
に
は
、
伝
世
文
献
と
共
通

あ
る
い
は
類
似
す
る
例
が
見
ら
れ
、
と
く
に
注
目
さ
れ
る
も
の
と

し
て
、
鉤
を
躇
む
者
は
誅
せ
ら
れ
、
邦
を
察
む
者
は
諸
侯
と
為
る
。

諸
侯
の
門
は
、
義
士
の
存
す
る
所
な
り
。

(
8
l
9
)

が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
言
葉
は
『
荘
子
』
朕
跨
篇
に
、
以
下
の
よ

う
に
記
さ
れ
て
い
る
（
傍
線
部
）
。

之
が
斗
斜
を
為
り
て
以
て
之
を
量
れ
ば
、
則
ち
斗
鮒
と
井
わ

せ
て
之
を
籟
み
、
…
…
之
が
仁
義
を
為
り
て
以
て
之
を
矯
む

れ
ば
、
則
ち
仁
義
と
井
せ
て
之
を
躇
む
。
何
を
以
て
其
の
然

る
を
知
る
や
。
製
の
鉤
を
窪
む
者
は
誅
せ
ら
れ
、
国
を
籟
む

者
は
諸
侯
と
為
る
。
諸
侯
の
門
、
而
し
て
仁
義
焉
に
存
す
。

則
ち
是
れ
仁
義
聖
知
を
も
窺
む
に
非
ず
や
。

波
線
で
示
し
た
「
彼
…
…
則
」
と
い
う
構
文
や
「
鉤
」
ー
「
侯
」
、

「
門
」
ー
「
存
」
の
押
韻
か
ら
、
傍
線
部
は
肪
箇
篇
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
で
は
な
く
、
当
時
す
で
に
知
ら
れ
て
い
た
格
言
に
よ
っ
た
も
の

と
解
さ
れ
る
。
そ
し
て
同
様
な
状
況
は
、
類
似
の
言
辞
が
見
え
る

『
荘
子
』
盗
妬
篇
に
も
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
う
し
た
『
語
叢
四
』
と
『
荘
子
』
と
の
共
通
性
に
着
目
し
、

両
者
の
年
代
を
割
り
出
そ
う
と
す
る
研
究
も
あ
る
が
、
諺
言
や
格

言
が
長
い
時
間
を
か
け
て
成
立
し
、
そ
の
後
も
長
期
に
わ
た
っ
て

流
布
し
続
け
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
年
代
判
定
の
根
拠
と

す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
郭
店
楚
簡
の
墓
葬
年
代
と
の
関
係
か

ら
す
れ
ば
、
『
語
叢
四
』
が
『
荘
子
』
肪
徳
篇
・
盗
妬
篇
を
引
用
し

た
可
能
性
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
戦
国
中
期
の
段
階
で
す
で
に
人
口

に
贈
炎
し
て
い
た
格
言
が
『
語
叢
四
』
に
採
録
さ
れ
、
さ
ら
に
成

立
時
期
の
降
る
『
荘
子
』
肢
筐
篇
・
盗
妬
篇
に
も
引
か
れ
た
と
見

る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

『
語
叢
四
』
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
談
話
術
や
権
謀
術
に
関
わ

る
内
容
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
縦
横
家
や
道
家
陰
謀
派
の
文
献
と

見
な
す
説
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
『
語
叢
四
』
の
諺
言
や

格
言
に
は
、
必
ず
し
も
一
定
の
学
派
と
限
定
的
に
結
び
つ
け
る
こ

と
の
困
難
な
例
も
存
在
し
て
い
る
。
例
え
ば
、

ゆ

る

し

め

君
に
聴
さ
る
れ
ば
而
ち
会
い
、
廟
を
視
さ
る
れ
ば
而
ち
入
る
。ふ

内
る
の
域
は
之
に
内
り
、
至
る
の
域
は
之
に
至
り
、
至
る
も
及

れ
る
こ
と
亡
き
の
み
。

(27ー

2
7
b
)

の
条
は
、
な
お
釈
読
に
検
討
の
余
地
が
残
る
も
の
の
、
君
主
と
の

面
会
や
宗
廟
で
の
立
ち
居
振
る
舞
い
に
関
わ
る
内
容
と
見
な
さ
れ

る
。
こ
う
し
た
点
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
『
語
叢
四
』
は
特
定
の
学

派
の
著
作
で
は
な
く
、
諺
言
や
格
言
な
ど
を
中
心
に
君
主
と
な
る

太
子
の
心
得
を
記
し
た
、
一
種
の
金
言
集
で
あ
っ
た
可
能
性
が
指
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(
3
)
主
要
釈
文
・
注
釈
・
研
究

①
荊
門
市
博
物
館
編
『
郭
店
楚
墓
竹
簡
』
（
文
物
出
版
社
、

八
年
五
月
）

②
王
裸
眩
「
試
論
郭
店
楚
墓
竹
簡
的
抄
写
時
間
与
『
荘
子
』
的
撰

作
時
代
ー
兼
論
郭
店
与
包
山
楚
墓
的
時
代
問
題
」
（
『
哲
学
研
究
』

一
九
九
九
年
第
四
期
）

③
林
素
清
「
郭
店
竹
簡
《
語
叢
四
》
箋
釈
」
（
『
郭
店
楚
簡
国
際
学

術
研
討
会
論
文
集
』
湖
北
人
民
出
版
社
、
二

0
0
0
年
五
月
）

④
朱
詰
「
『
語
叢
四
』
学
派
性
質
椰
議
」
（
『
郭
店
楚
簡
国
際
学
術

研
討
会
論
文
集
』
湖
北
人
民
出
版
社
、
二

0
0
0年
五
月
）

⑤
丁
四
新
『
郭
店
楚
墓
竹
簡
思
想
研
究
』
（
東
方
出
版
社
、
二

0
0

0
年
一

0
月
）
第
五
章
「
《
語
叢
》
四
篇
探
析
」

⑥
治
宗
流
・
劉
祖
信
『
郭
店
楚
簡
先
秦
儒
家
侠
書
校
釈
』
萬
巻
楼

図
書
有
限
公
司
、
二

0
0
一
年
二
月
）

⑦
李
零
「
増
訂
本
郭
店
楚
簡
校
読
記
」
（
北
京
大
学
出
版
社
、
ニ

0
0
二
年
三
月
、
「
郭
店
楚
簡
校
読
記
」
〈
『
道
家
文
化
研
究

第
十
七
輯
郭
店
楚
簡
専
号
』
生
活
•
読
書
•
新
知
三
聯
書
店
、

一
九
九
九
年
八
月
〉
の
増
訂
本
）

一
九
九

摘
さ
れ
よ
う
。
な
お
太
子
教
育
と
い
う
点
で
は
、
年
老
い
た
君
主

に
対
す
る
太
子
朝
見
の
作
法
を
記
し
た
上
博
楚
簡
の
『
昔
者
君
老
』

と
の
関
連
も
考
慮
さ
れ
る
。

（
福
田
哲
之
）

(45) 




